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③
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Ⅲ
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②
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Ⅲ
総
説

、
連
邦
制
定
法
上
の
責
任

、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
責
任

、
は
じ
め
に

目

○
Ⅲ
’
五
に
基
づ
く
責
任

次条
に
基
づ
く
責
任

ロ
の
廻
祠
の
ロ
・
の
）
に
基
づ
く
責
任

の
第
一

中
‐
心
に
し
て

者
に
対
す
る
責
任

新

城

将

孝

－７５－



一
、
は
じ
め
に

ア
メ
リ
カ
の
会
計
士
は
、
そ
の
依
頼
を
す
る
企
業
に
仕
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
会
計
士
の
業
務
は
そ
の
依
頼
の
必
要
性
お
よ
び
要
求
に
よ

（１）

っ
て
多
様
で
あ
る
。
そ
の
業
務
の
範
囲
は
、
財
務
諸
表
の
作
成
・
監
査
・
税
務
・
経
営
相
談
サ
ー
ビ
ス
等
々
、
き
わ
め
て
広
い
。
な
か
で
も
、

会
計
士
の
監
査
業
務
は
、
主
要
な
部
分
を
占
め
る
も
の
で
、
監
査
業
務
は
資
料
収
集
に
通
ず
る
事
業
実
体
（
宮
の
旨
の
の
、
の
ロ
三
］
）
に
関

す
る
財
務
記
録
の
検
証
（
の
衝
白
白
皇
・
ロ
）
か
ら
始
ま
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
基
礎
と
し
、
財
務
諸
表
お
よ
び
監
査
報
告
書
の

作
成
が
行
わ
れ
る
。
財
務
諸
表
は
、
公
開
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
利
益
を
有
す
る
者
に
利
用
さ
れ
る
。
財
務
諸
表
は
、
そ
の
財
務
諸
表
が

一
般
に
認
め
ら
れ
た
会
計
原
則
（
○
の
ロ
の
日
｝
」
】
し
円
の
己
亘
少
、
８
目
言
ｍ
も
昌
口
で
』
の
１
以
下
○
少
少
も
と
略
称
）
に
従
っ
て
作
成
さ
れ
、

か
つ
、
監
査
報
告
書
は
一
般
に
認
め
ら
れ
た
監
査
基
準
（
○
の
ロ
の
『
二
】
シ
Ｃ
Ｏ
の
官
巳
鈩
巨
ご
□
ぬ
の
白
ｇ
①
こ
の
１
以
下
○
少
少
の
と
略

（２）
称
）
に
従
っ
て
監
査
さ
れ
た
こ
と
を
財
務
諸
表
の
利
用
者
に
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

会
計
は
、
個
々
の
企
業
ま
た
は
公
衆
に
と
っ
て
有
用
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
統
一
的
慣
行
（
□
巳
〔
○
円
目

○
・
曰
く
の
ロ
二
・
口
）
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
一
一
一
一
口
語
（
ケ
ロ
の
一
口
①
の
、
一
目
巾
巨
長
の
）
で
も
あ
る
。
会
計
原
則
お
よ
び
統
一
監
査
基
準
は
、

企
業
の
み
な
ら
ず
、
企
業
の
財
務
状
態
な
い
し
そ
れ
を
包
含
す
る
本
質
を
理
解
し
な
ら
び
に
評
価
す
る
に
お
い
て
債
権
者
、
そ
し
て
投
資
者

等
に
と
っ
て
も
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
会
計
が
客
観
的
に
、
し
か
も
、
右
公
衆
の
利
益
を
中
心
に
し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
必
ず
し

も
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
会
計
は
、
む
し
ろ
主
観
的
で
政
策
的
な
面
を
有
し
、
個
々
の
目
的
の
た
め
に
細
工
を
施
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
会
計
専
門
家
は
一
九
六
○
年
代
の
多
く
の
企
業
倒
産
に
関
連
し
て
非
難
さ
れ
、
会
計
士
に
対
す
る
訴
訟
が
増
大

四
、
む
す
び
に
か
え
て
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（５）

し
た
。
会
計
士
は
、
連
邦
証
券
諸
法
ま
た
は
税
法
等
に
違
反
し
た
と
し
て
刑
事
訴
追
を
う
け
、
更
に
民
事
一
貝
任
の
追
求
を
も
う
け
た
。
会
計
士
の

民
事
責
任
は
、
依
頼
人
と
そ
の
契
約
関
係
（
官
】
ぐ
】
ご
）
か
ら
生
ず
る
責
任
と
不
実
表
示
に
基
づ
く
第
一
一
一
者
に
対
す
る
責
任
と
か
ら
な
る
。

特
に
、
一
九
七
○
年
代
に
お
い
て
、
会
計
士
の
第
三
者
に
対
す
る
訴
訟
は
激
増
し
た
。
会
計
士
の
監
査
意
見
表
明
行
為
は
、
依
頼
人
ば
か
り
で
な

く
、
第
三
者
が
こ
れ
を
信
頼
し
利
用
し
た
と
き
、
そ
の
行
動
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
そ
の
利
益
を
侵
害
す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
を
み
い
出
す
こ
と

が
で
き
る
。
州
お
よ
び
連
邦
の
裁
判
所
は
、
こ
の
場
合
、
第
三
者
に
法
的
保
護
を
与
え
て
い
る
。
、

わ
が
国
に
お
い
て
、
会
計
専
門
家
の
第
一
一
一
者
に
対
す
る
責
任
規
定
は
備
え
ら
れ
て
い
る
（
商
特
法
一
○
条
、
証
取
法
一
一
一
条
、
一
一
二
条
、

二
四
条
の
四
）
。
し
か
し
、
わ
が
国
で
は
、
こ
れ
ま
で
企
業
の
粉
飾
決
算
・
倒
産
等
が
相
次
い
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
計
専
門
家
の
民

（４）

事
責
任
（
対
第
三
者
）
を
追
求
す
る
例
を
み
た
こ
と
が
な
い
。
わ
が
国
の
企
業
債
権
者
お
よ
び
投
資
者
は
、
諦
め
が
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

（５）

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
会
計
専
門
家
の
違
法
行
為
を
実
質
的
に
抑
制
す
る
の
は
、
民
事
責
任
を
通
し
て
て
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
会
計
士
に

対
す
る
民
事
責
任
訴
訟
の
総
数
お
よ
び
頻
度
が
漠
大
に
ま
た
は
会
計
士
の
支
払
う
損
害
賠
償
額
が
高
額
と
な
れ
ば
、
会
計
士
は
お
そ
ら
く
会

計
専
門
家
と
し
て
の
職
業
継
続
を
懸
念
す
る
で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
会
計
士
が
刑
事
的
訴
追
を
う
け
る
こ
と
は
き
わ
め
て
稀
で

（６）

あ
る
と
い
わ
れ
、
民
事
責
任
に
刑
事
責
任
と
同
様
な
威
嚇
的
な
い
し
予
防
的
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
実
効
性
は
、
｜
般
公
衆

（７）

か
ら
の
訴
訟
提
起
を
も
っ
て
確
保
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
わ
が
国
に
お
い
て
会
計
専
門
家
に
対
し
て
民
事
圭
貝
任
が
追
求
さ
れ
た
と
し

（８）

て
も
、
そ
れ
が
刑
事
的
制
裁
よ
り
も
実
効
性
を
有
し
う
る
か
に
つ
い
て
は
消
極
的
な
見
解
も
あ
る
。
し
か
し
、
近
年
、
商
法
一
一
六
六
条
の
三

の
下
で
の
取
締
役
の
第
一
一
一
者
に
対
す
る
責
任
訴
訟
が
増
加
し
、
監
査
役
に
対
す
る
対
第
一
一
一
者
責
任
訴
訟
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

今
後
と
も
、
わ
が
国
に
お
い
て
、
会
計
監
査
人
等
に
対
す
る
対
第
三
者
責
任
訴
訟
が
提
起
さ
れ
な
い
と
も
か
ぎ
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況

下
に
お
い
て
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
民
事
責
任
は
威
嚇
的
な
い
し
予
防
的
効
果
を
期
待
さ
れ
、
実
効
性
の
基
礎
は
確
保
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
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い
え
る
。
確
か
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
一
般
公
衆
か
ら
の
訴
訟
提
起
の
多
く
は
の
ロ
Ｏ
規
則
一
○
⑪
’
五
に
依
拠
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
の
ロ
Ｏ
規
則
一
○
回
’
五
を
継
受
し
た
わ
が
国
の
証
券
取
引
法
五
八
条
、
不
公
正
取
引
禁
止
規
定
は
、
の
因
Ｏ
規
則
一
○
⑪
’
五
が

（９）

民
事
責
任
を
追
求
す
る
依
拠
と
し
て
の
役
割
を
担
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
わ
が
国
の
民
事

責
任
に
対
す
る
威
嚇
的
な
い
し
予
防
的
効
果
の
役
割
お
よ
び
そ
の
実
効
性
の
確
保
に
つ
い
て
の
期
待
を
希
釈
な
ら
し
め
て
は
い
よ
う
。
し
か

し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
会
計
監
査
人
等
の
第
三
者
に
対
す
る
責
任
訴
訟
を
み
る
こ
と
の
で
き
な
い
わ
が
国
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
会
計
士
の
第
三
者
に
対
す
る
責
任
に
つ
い
て
の
判
例
の
展
開
は
大
い
に
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
会
計
士
（
監
査
人
）
の
対
第
三
者
責
任
に
つ
い
て
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
お
よ
び
連
邦
証
券
諸
法
の
下
で
の
判
例
の
展
開
を

概
略
的
に
順
を
追
っ
て
眺
め
、
そ
の
動
向
を
観
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

曲Ⅲ
の
①
①
句
］
」
】
⑪
》
Ｏ
§
、
①
三
コ
・
ひ
』
§
⑯
②
こ
し
０
８
忌
三
ｐ
三
②
．
”
⑯
の
己
・
弓
凰
迂
（
量
、
の
ご
目
迂
ａ
勺
日
迂
①
の
》
、
、

く
シ
ヱ
ロ
・
伊
・
冗
句
ご
・
四
Ｆ
②
』
（
］
①
『
、
）
．

②
【
の
月
日
の
』
》
シ
ロ
ミ
ｏ
巳
①
少
量
四
言
⑯
員
》
Ｈ
奇
冗
⑩
、
ミ
ミ
（
・
ヨ
ミ
シ
Ｏ
８
Ｇ
ミ
ロ
ミ
の
ｇ
ｓ
Ｑ
ｍ
向
○
ｍ
①
ｚ
・

■
・
ロ
．
Ｆ
・
元
向
く
・
＠
＄
（
Ｚ
ｏ
ぐ
・
Ｉ
Ｃ
の
Ｏ
・
皀
望
）

③
た
と
え
ば
、
□
曰
【
の
」
の
ご
〔
①
の
ぐ
・
の
日
］
○
Ｐ
色
中
岡
．
、
」
己
①
（
ｍ
Ｑ
Ｏ
】
Ｈ
己
⑦
①
）
）
い
わ
ゆ
る
〔
）
ｏ
昌
曰
の
目
白
］

ぐ
の
ロ
ｓ
ｐ
ｍ
Ｏ
Ｐ
の
①
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
の
①
の
）
Ｏ
・
曰
く
旨
四
○
口
⑧
団
巨
『
｝
曰
、
）
の
（
員
Ｑ
冨
①
三
の
旨
Ｃ
農
・
言
の

余
目
訂
Ｏ
○
ミ
ヨ
①
ミ
ロ
』
ぐ
①
一
召
ｓ
百
閃
Ｏ
ｐ
の
⑩
）
）
］
・
少
Ｃ
Ｏ
ご
三
目
シ
ｚ
○
国
、
』
（
ｚ
○
ご
・
ご
①
⑭
）
・
目
の
ケ
ロ
］
｝
》
目
許
Ｏ
○
三
（
，

ョ
①
三
ｓ
』
ぐ
き
己
信
Ｏ
Ｑ
の
、
》
Ｆ
へ
の
②
○
コ
の
｛
。
、
二
①
聿
・
計
い
い
（
・
ョ
》
］
・
Ｐ
Ｏ
Ｓ
ロ
ョ
ン
ミ
竃
（
し
ご
○
・
己
「
。
）
．
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英
米
法
に
お
い
て
、
不
実
表
示
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
Ｉ
と
エ
ク
ィ
テ
ィ
の
混
合
に
あ
り
、
契
約
法
と
不
法
行
為
法
と
の
双
方
に
一
曰
｜
る
複
雑
な

側
谷
川
教
授
は
、
「
証
券
取
引
法
の
下
で
、
わ
が
国
の
監
督
官
庁
が
事
前
に
慎
重
な
審
査
処
置
を
構
じ
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
の
種
の

訴
訟
の
発
生
を
防
ぐ
防
波
堤
と
な
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
こ
と
を
考
慮
す
べ
き
」
と
も
い
わ
れ
る
が
、
「
『
弁
護
士
が
、
証
取
法
上

の
民
事
責
任
追
求
と
い
う
技
術
を
知
ら
な
い
こ
と
の
有
力
な
証
左
に
な
る
（
矢
沢
惇
商
事
法
務
二
六
七
号
二
四
頁
）
』
も
の
と
さ

れ
、
そ
れ
が
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
る
。
谷
川
久
「
民
事
責
任
」
ル
ィ
・
ロ
ィ
ス
ー

矢
沢
惇
編
ア
メ
リ
カ
と
曰
本
の
証
券
取
引
法
（
下
巻
）
（
昭
和
五
○
年
）
五
八
一
頁
参
照
。

⑤
Ｃ
ｏ
ｐ
ｇ
日
】
ぐ
】
］
］
の
．
□
具
計
百
ｓ
目
困
少
、
８
§
日
員
吻
・
口
囚
亘
｝
】
言
目
円
①
口
」
の
目
口
閂
曰
□
｝
］
・
畳
・
Ｐ
忌
目
因
向
甸
○
内
〔
三

〃
の
国
も
自
国
＆
①
ｍ
・
臼
】
『
②
．

⑧
谷
川
教
授
は
、
刑
事
的
制
裁
よ
り
も
実
効
性
が
あ
る
と
い
う
ア
メ
リ
カ
で
妥
当
す
る
原
則
が
、

は
問
題
で
あ
る
と
す
る
。
谷
川
・
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
証
券
取
引
法
五
八
一
頁
。

⑨
谷
川
・
ア
メ
リ
カ
と
曰
本
の
証
券
取
引
法
五
八
○
頁
。

⑥
一
九
七
五
年
に
は
、
審
理
中
の
事
件
も
含
め
、
大
規
模
会
計
事
務
所
に
対
す
る
訴
訟
は
一
一
一
○
○
に
余
に
の
ぼ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

の
①
ｂ
旨
妄
シ
ｎ
ｏ
・
ミ
ミ
の
声
言
言
こ
す
二
喧
蒔
§
ｏ
、
ｌ
シ
○
・
三
Ｑ
弓
・
ミ
ピ
崖
菅
・
＆
す
。

ご
『
・
ロ
⑩
「
冨
勺
「
。
苛
め
己
・
ョ
，
室
句
○
両
Ｃ
・
Ｆ
・
閃
向
く
．
』
三
（
巴
ご
）
。

二
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
責
任

桿
司
②
（
］
①
『
①
）
。

Ⅲ
総
説

シ
［
○
Ａ
⑩
「
冨
勺
「
○
一
吋
の
凰
○
婁
心
〔

の
屋
己
「
ロ
ヨ
ヨ
。
（
①
、
Ｕ
囚
〔
】
『
餌

わ
が
国
で
も
正
当
で
あ
り
う
る
か
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法
理
で
あ
る
。
不
法
行
為
訴
訟
と
し
て
、
詐
欺
的
不
実
表
示
（
沖
四
巨
已
の
貝
曰
】
の
Ｈ
の
ｂ
Ｈ
の
⑪
の
貝
呂
。
□
）
に
対
す
る
訴
訟
は
契
約
当
事

（Ⅷ）

者
以
外
の
第
三
者
対
し
て
も
古
く
か
ら
認
め
ら
れ
、
契
約
関
係
（
己
昌
ぐ
耳
ご
）
の
欠
欽
は
権
利
回
復
の
障
害
と
な
る
も
の
で
な
か
っ
た
。
問

題
は
詐
害
（
沖
目
」
）
の
多
義
性
に
あ
り
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
裁
判
所
と
エ
ク
ィ
テ
ィ
裁
判
所
の
一
体
化
は
こ
の
混
乱
を
増
長
せ
し
め
た
。
イ

（Ⅲ）

ギ
リ
ス
の
有
名
な
詐
欺
に
関
す
る
Ｃ
の
ｑ
］
ぐ
・
勺
の
①
【
判
決
は
、
不
法
行
為
に
お
け
る
損
害
賠
償
の
問
題
と
し
て
、
お
よ
び
詐
欺
訴
訟
要
件
と
し

て
詐
害
を
定
義
づ
け
て
い
る
。
□
閂
ご
判
決
前
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
判
例
の
多
く
は
、
詐
欺
訴
訟
要
件
と
し
て
の
詐
害
に
つ
い
て
現

実
の
詐
害
（
：
三
四
｝
｛
日
巨
」
）
を
必
要
と
し
て
い
た
が
、
他
方
に
お
い
て
、
現
実
の
詐
害
よ
り
も
軽
挑
な
過
失
を
も
っ
て
不
実
表
示

（厄）

に
基
づ
く
対
第
一
一
一
者
責
任
を
肯
定
す
る
主
張
も
存
在
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
Ｃ
の
ｑ
ご
判
決
は
、
表
示
が
真
実
で
あ
る
と
の
信
念
に
基
づ
い
て
行

（旧）

わ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
詐
害
の
成
立
し
な
い
旨
を
明
ら
か
に
し
た
。
□
日
『
】
判
決
は
重
過
失
が
詐
害
の
証
拠
と
な
る
場
合
を
認
め
た
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
後
の
判
例
は
Ｃ
の
Ｈ
ご
判
決
が
過
失
に
基
づ
く
訴
訟
を
も
否
定
し
た
も
の
と
解
釈
し
、
当
事
者
に
契
約
関
係
ま
た
は
人
損
（
己
の
『
、
Ｏ
Ｂ
』

（Ｍ）

一
日
目
］
）
の
あ
っ
た
場
合
を
除
き
、
過
失
に
基
づ
く
第
三
者
責
任
を
認
め
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ

ス
の
判
例
は
、
過
失
に
よ
る
不
実
表
示
に
つ
い
て
も
注
意
義
務
を
認
め
、
原
告
と
被
告
の
特
別
関
係
（
の
□
の
白
四
一
『
の
一
島
・
ロ
）
の
立
証
か
ら

（相）

救
済
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

（化）

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
□
①
Ｈ
Ｈ
］
判
決
の
立
場
は
、
若
干
の
ケ
ー
ス
を
除
い
て
踏
襲
さ
れ
た
。
□
の
貝
］
判
決
は
詐
欺
訴
訟
（
：
［
】
。
□

ず
Ｈ
ｇ
の
Ｃ
の
耳
）
の
方
式
に
あ
り
、
□
の
同
昌
判
決
に
従
う
の
で
あ
れ
ば
、
当
事
者
に
法
的
関
係
（
契
約
関
係
ま
た
は
信
任
関
係
）
の
存
在

し
な
い
と
き
、
表
示
者
は
真
実
を
告
げ
て
い
な
い
こ
と
を
自
ら
知
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
場
合
相
手
方
が
表
示
を
信
頼
し
行
動
す
る

（Ｗ）

で
あ
ろ
う
こ
と
の
期
待
な
い
し
認
識
と
い
っ
た
詐
害
意
図
の
存
在
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
□
の
Ｈ
Ｈ
『
判
決
の
対
立
点
と
な
る
信
念
に
合

理
的
な
根
拠
、
い
わ
ゆ
る
信
念
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
行
為
と
真
実
性
の
信
念
に
な
く
行
わ
れ
た
行
為
と
の
間
に
明
確
な
心
理
的
境
界
が
引
き
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う
る
か
の
疑
問
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
要
求
に
適
合
す
る
よ
う
に
修
正
が
加
え
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
的
新
し
い
責
任
ル
ー
ル
を
確
立

し
た
。
す
な
わ
ち
、
表
示
に
対
し
て
相
手
方
が
信
頼
を
お
く
で
あ
ろ
う
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
が
不
実
表
示
を
行
っ
た
と
き
、
そ
の
違
法
性
が
容

易
に
認
め
ら
れ
、
責
任
を
負
わ
す
場
合
も
生
ず
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
は
過
失
理
論
（
□
の
、
｝
一
ｍ
の
ｐ
Ｏ
の
言
の
。
こ
）
を
正

（旧）

面
か
ら
と
り
あ
げ
、
専
門
家
の
契
約
関
係
に
な
い
第
三
者
に
対
す
る
過
失
責
任
を
認
め
る
に
至
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が
会
計
専
門
家
の
責
任
に
関
す
る
も
の
と
な
る
と
、
こ
の
よ
う
な
理
解
の
仕
方
は
否
定
さ
れ
た
。
□
｝
可
四
日
日
の
の
（
ど
巳
・

（杓）

ぐ
・
目
・
口
・
け
の
》
二
ぐ
の
ロ
陣
Ｃ
Ｏ
・
判
決
は
、
会
計
専
門
家
に
よ
る
契
約
関
係
に
な
い
第
三
者
に
対
す
る
責
任
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。

同
判
決
は
、
解
釈
的
詐
害
（
８
口
の
可
囚
呂
ぐ
の
沖
目
ｇ
）
の
理
論
か
ら
会
計
専
門
家
の
責
任
を
認
容
す
べ
き
も
の
と
し
、
詐
害
に
関
す
る

伝
統
的
解
釈
を
拡
大
し
た
も
の
の
、
詐
欺
訴
訟
の
方
式
に
よ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
判
決
に
多
大
の
影
響
を
与
え

る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
他
方
に
お
い
て
三
戸
目
日
日
の
、
６
．
ｓ
・
判
決
は
会
計
専
門
家
に
対
す
る
不
実
表
示
訴
訟
に
混
乱
を
生
じ
し
め
た
。

二
園
日
日
の
、
６
．
ｓ
・
判
決
後
の
判
例
は
、
主
と
し
て
Ⅲ
過
失
が
重
大
（
、
『
・
閉
口
の
、
］
】
ぬ
の
ロ
・
の
）
に
あ
る
と
き
に
会
計
士
に
対
第
一
一
一
者

責
任
を
認
め
る
も
の
、
②
過
失
（
口
の
、
｝
侭
の
ロ
・
の
）
に
基
づ
く
会
計
専
門
家
の
対
第
一
一
一
者
責
任
を
認
め
る
も
の
と
が
あ
る
。
そ
の
他
、

（、）

ケ
ロ
］
ロ
ロ
ｏ
ご
胴
（
の
⑫
【
に
依
拠
す
る
も
の
も
あ
る
。
Ⅲ
の
判
例
ぼ
、
□
言
口
白
日
①
の
○
・
ｓ
・
判
決
を
先
例
と
す
る
も
の
で
、
過
失
が
重
大
で
あ
る

と
き
詐
害
と
同
一
延
長
上
の
責
任
を
認
め
る
も
の
と
す
る
も
の
、
す
な
わ
ち
重
大
な
過
失
を
も
っ
て
解
釈
的
詐
害
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
も

の
と
重
大
な
過
失
を
詐
害
に
含
め
る
と
い
う
法
律
上
の
擬
制
を
行
う
こ
と
な
く
重
大
な
過
失
の
み
を
根
拠
に
事
件
の
審
理
を
行
っ
た
も
の
も
あ
る
。

㈱⑩
ｚ
・
言
の
）
「
・
「
黄
シ
８
．
匡
ミ
ロ
ミ
》
の
Ｏ
・
ミ
ヨ
：
Ｆ
自
己
Ｅ
Ｓ
量
ご
『
・
目
ヨ
ミ
勺
⑯
『
ｍ
・
ョ
の
ご
「
三
（
の
「
８
「
⑯
の
⑩
ミ
ミ
８
百

－
二
警
句
三
：
』
。
ｂ
ぐ
・
旧
ミ
ヨ
（
ロ
三
」
臺
）
ョ
○
シ
二
Ｆ
・
閃
皀
邑
》
篝
（
】
三
）
。
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⑰
］
←
シ
ｂ
ｂ
・
○
□
の
．
臼
題
「
・

田
例
え
ば
、
三
国
○
℃
汀
①
円
の
。
曰
く
・
ｍ
Ｂ
Ｃ
岸
三
○
耳
の
曰
〔
）
○
Ｊ
臣
］
ｚ
・
口
・
』
＆
○
（
巴
忌
）
】
○
｝
目
困
の
円
く
・
の
ゲ
①
己
ロ
ａ
・
田
中
ｚ
・
向
・

弓
、
（
ご
侭
）
等
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑲
弓
』
ｚ
・
向
・
仁
］
（
ご
望
）

皿
の
頁
の
『
ご
・
宛
。
｝
」
の
》
台
二
口
菫
．
（
〕
室
）
松
本
恒
雄
「
英
米
法
に
お
け
る
情
報
提
供
者
の
責
任
Ｈ
１

不
実
表
示
法
理
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
法
学
論
叢
第
一
○
○
巻
第
三
号
四
七
－
四
八
頁
参
照
。

⑮
□
の
円
昌
判
決
は
、
一
九
六
四
年
の
国
の
」
」
の
】
切
胃
ロ
①
隊
Ｃ
Ｏ
曰
己
目
ご
く
・
国
①
９
－
｝
の
Ｈ
陣
も
日
亘
の
円
の
）
Ｆ
ａ
・
》
し
・
○
余
ｍ

（
］
①
詮
）
に
よ
っ
て
覆
さ
れ
た
。
同
判
決
は
、
信
任
関
係
の
要
件
を
拡
張
し
た
が
、
特
別
関
係
に
つ
い
て
の
説
明
を
し
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
イ
ギ
リ
ス
ル
ー
ル
の
下
で
、
過
失
に
よ
る
不
実
表
示
に
基
づ
き
会
計
士
が
対
第
三
者
責
任
を
負
う
か
に
つ
い
て
は
疑
問
と

さ
れ
て
い
ろ
。
Ｚ
。
（
、
切
巨
も
「
ロ
ゴ
○
訂
』
Ｐ
臼
、
の
山
・

田
岡
孝
「
過
失
に
よ
る
不
実
表
示
」
英
米
法
判
百
選
Ⅱ
私
法
四
一
頁
。

⑫
勺
の
①
【
ぐ
・
ロ
①
目
ご
）
弓
（

⑬
Ｅ
シ
ｂ
ｂ
・
○
四
ｍ
・
昌
路
「
・

⑭
の
］
四
Ｎ
］
①
円
く
・
元
。
臣
の
，
』
国

ｕ
］
ト
シ
ｂ
ご
・
０
口
の
・
笛
『
（
］
、
雪
）
・
本
件
は
、
目
論
見
書
の
不
実
表
示
に
対
す
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
詐
欺
訴
訟
で
あ
る
。
こ

の
判
決
に
よ
っ
て
、
目
論
見
書
に
お
け
る
誤
解
を
ま
ね
く
よ
う
な
記
載
お
よ
び
省
略
は
、
総
体
的
に
み
て
投
資
者
保
護
に
不
完
全
で

あ
る
と
認
識
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
記
載
お
よ
び
省
略
も
不
実
表
示
と
理
解
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
本
件
は
、
取
締
役
の
責
任
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
。

０
ケ
Ｃ
・
ロ
吟
俣
（
］
、
⑭
『
）
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②
重
大
な
過
失
（
四
・
の
の
ロ
の
、
」
両
の
ロ
・
の
）
に
基
づ
く
責
任

（別）

こ
の
分
野
に
お
い
て
一
一
一
一
口
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ロ
一
宮
四
目
四
円
①
の
Ｏ
Ｃ
Ｂ
・
ぐ
・
Ｈ
ｏ
ｓ
の
。
ｚ
】
ぐ
の
ロ
陣
○
○
・
事
件
で
あ
る
。

（、）

本
判
決
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
□
の
月
〕
ぐ
・
勺
の
①
【
判
決
を
基
礎
と
し
な
が
ら
も
、
詐
害
（
ヰ
ロ
ロ
」
）
に
対
す
る
伝
統
的
解
釈
を
拡
大
し
、

（お）

過
失
が
重
大
で
あ
っ
た
と
き
に
詐
害
推
定
（
一
口
庁
閂
の
ｐ
Ｏ
の
。
｛
ヰ
ロ
ロ
」
）
を
生
ず
る
旨
を
指
摘
し
た
。

ロ
」
巨
冨
『
の
の
○
○
巳
・
事
件
に
お
い
て
、
被
監
査
会
社
（
句
Ｈ
の
＠
の
（
の
自
陣
○
・
・
》
［
ロ
・
・
）
は
、
被
告
（
Ｈ
ｏ
ｐ
Ｏ
戸
ヱ
ゴ
の
ロ
陣

６
．
日
宮
ご
）
に
決
算
報
告
書
を
作
成
せ
し
め
た
。
被
告
は
、
貸
借
対
照
表
に
つ
い
て
一
一
一
一
一
部
の
適
正
意
見
報
告
書
を
添
付
し
、
被
監
査
会

社
の
経
営
状
態
が
健
全
で
あ
る
旨
の
証
明
を
し
た
。
そ
の
時
点
で
、
被
告
は
、
そ
れ
ら
監
査
報
告
書
が
融
資
者
に
示
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と

の
認
識
は
有
し
て
い
た
。
し
か
し
、
被
告
は
、
原
告
（
銀
行
）
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ど
の
よ
う
な
融
資
者
に
そ
れ
が
示
さ
れ
る
の
か
と
い

っ
た
特
別
の
認
識
に
は
な
か
っ
た
。
原
告
は
、
そ
の
監
査
報
告
書
を
信
頼
し
、
被
監
査
会
社
に
資
金
を
貸
し
付
け
た
。
そ
の
後
、
被
監
査
会

社
は
倒
産
し
た
が
、
監
査
報
告
書
は
不
正
確
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
原
告
は
、
詐
欺
お
よ
び
過
失
（
Ｑ
の
・
の
耳
目
」
ロ
の
、
」
祠
の
ｐ
Ｏ
の
）

に
基
づ
き
回
収
不
能
の
損
害
を
蒙
っ
た
と
し
て
本
件
を
提
訴
し
た
。

事
実
審
裁
判
所
は
、
過
失
（
□
の
、
］
祠
①
ロ
８
）
に
基
づ
く
訴
権
を
認
容
し
、
詐
欺
訴
権
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
棄
却
し
た
。
被
告
が
上
訴
。

上
訴
審
は
、
原
判
決
を
破
棄
し
、
新
た
な
事
実
審
理
を
命
じ
た
。

カ
ー
ド
ゾ
ウ
判
事
は
、
過
失
に
つ
い
て
「
も
し
過
失
に
対
す
る
責
任
（
］
国
亘
」
】
ご
ざ
門
口
の
、
｝
】
、
の
ｐ
Ｏ
の
）
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、

川
例
え
ば
、
ｍ
一
口
百
口
一
口
ぐ
・
岸
ぐ
目
、
》
色
６
口
｝
・
臣
置
『
（
ご
ｍ
、
）
が
あ
る
。
な
お
、
本
稿
は
、
本
件
が
如
き
す
一
目
。
ご
晒

庁
の
望
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
の
検
討
を
目
的
と
す
る
も
の
で
な
い
。
本
稿
と
の
関
係
で
後
述
簡
単
な
指
摘
に
と
め
る
。

8３



判
決
と
の
相
違
を
み
せ
ろ
。

会
計
士
は
、
軽
率
な
過
ち
や
失
敗
、
す
な
わ
ち
詐
欺
的
記
帳
で
隠
さ
れ
た
盗
み
や
偽
造
を
発
見
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
不
特
定

（別）

の
者
に
対
し
て
、
不
特
定
の
期
間
、
不
特
定
の
額
の
責
任
に
さ
ら
さ
れ
か
ね
な
い
。
」
と
し
て
、
過
失
に
基
づ
く
請
求
を
棄
却
し
た
。
判
事

は
、
会
計
士
の
職
務
の
性
質
か
ら
、
会
計
士
の
責
任
が
無
限
に
拡
大
さ
れ
る
と
、
右
記
状
況
の
下
で
会
計
士
が
そ
の
業
務
を
遂
行
し
て
い
く

危
険
は
あ
ま
り
に
も
大
き
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
壊
滅
的
な
負
担
を
負
う
旨
の
危
慎
、
す
な
わ
ち
政
策
的
考
慮
か
ら
過
失
責
任
を
否
定
し
た
。

そ
し
て
詐
欺
訴
権
に
つ
い
て
は
、
「
過
失
ま
た
は
無
分
別
（
す
］
曰
』
ロ
①
の
の
）
は
、
詐
害
（
沖
：
Ｑ
）
と
同
一
に
な
い
と
し
て
も
、
詐
害

（西）

の
推
定
を
支
え
る
証
拠
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
少
な
く
と
も
過
失
が
重
大
で
あ
る
と
き
そ
う
で
あ
る
巴
と
判
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
判
事
は
、

詐
欺
（
守
口
ｐ
ｇ
ｏ
Ｈ
ｇ
の
Ｏ
の
茸
）
に
関
す
る
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
不
法
行
為
に
故
意
（
の
Ｑ
の
貝
の
Ｈ
）
を
求
め
ろ
。
そ
し
て
、
故
意
は
、
詐
害

の
意
図
（
】
貝
の
昌
一
○
口
｛
Ｃ
Ｑ
①
ｏ
の
】
ぐ
の
）
ま
た
は
虚
偽
表
示
に
つ
い
て
の
認
識
（
百
。
三
の
」
ぬ
の
）
に
あ
る
と
さ
れ
ろ
。
認
識
は
、
彼
自

身
真
実
と
認
識
し
た
場
合
を
除
き
、
…
…
意
見
が
不
名
誉
な
虚
飾
（
ｓ
の
可
・
ロ
○
日
す
｝
の
宮
①
（
①
ロ
の
①
）
に
あ
っ
た
場
合
の
状
況
下
で
、

（弘）

詐
害
訴
権
（
○
ｐ
ｐ
ｍ
の
。
｛
四
ｓ
。
□
ず
Ｈ
｛
田
口
』
）
の
必
要
要
件
に
あ
っ
た
。
会
計
士
は
、
詐
害
（
守
口
ロ
ｇ
）
に
お
い
て
、
過
失

（
□
の
、
｝
洞
の
ロ
・
の
）
を
証
拠
（
の
ぐ
こ
の
ｐ
Ｏ
の
）
と
し
、
詐
害
の
推
定
（
曰
庁
同
の
ｐ
Ｏ
の
。
｛
沖
：
ｑ
）
を
導
き
出
し
、
予
見
し
う
る
第
一
一
一

（刀）

者
（
四
ざ
Ｈ
の
ｍ
の
①
ロ
ケ
」
の
Ｃ
］
ロ
の
の
。
｛
弓
】
ａ
ｂ
日
二
①
の
）
に
責
を
負
う
余
地
が
指
摘
さ
れ
た
。
本
件
に
お
い
て
、
会
計
事
務
所
は
、
貸

借
対
照
表
と
帳
簿
と
の
一
致
を
実
際
に
は
知
ら
な
い
の
に
、
自
己
の
認
識
に
お
い
て
そ
れ
が
真
実
で
あ
る
と
説
明
し
た
の
で
あ
る
か
ら
誠
実

（羽）

な
（
の
］
ロ
・
の
円
の
。
『
ぬ
①
ロ
已
口
の
）
信
念
に
欠
け
て
い
た
と
さ
れ
ろ
。

（”）

と
こ
ろ
が
、
こ
の
□
一
百
四
日
四
【
①
の
Ｏ
Ｃ
Ｂ
・
判
決
は
、
く
し
く
も
力
１
ド
ゾ
ウ
判
事
が
九
年
前
自
ら
判
示
し
た
○
」
日
日
①
円
く
・
の
け
の
己
閂
』

○
｝
巴
日
の
円
事
件
は
、
会
計
士
に
対
す
る
も
の
で
は
な
く
公
認
計
量
士
（
勺
四
ケ
－
－
０
ミ
の
一
腎
の
Ｈ
）
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
公
認
計
量
士
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は
、
豆
の
重
量
（
ョ
の
碕
宮
・
｛
す
の
目
の
）
を
買
主
に
証
明
す
る
た
め
に
依
頼
人
に
雇
わ
れ
て
い
た
が
、
豆
の
重
量
を
計
り
違
え
た
。
計

量
を
信
頼
し
た
買
主
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
損
害
を
蒙
っ
た
。
計
量
の
不
正
確
は
、
計
量
士
の
過
失
（
口
の
、
｝
荷
①
ｐ
Ｏ
の
）
に
あ
っ
た
。
そ
こ

で
買
主
は
、
損
害
の
回
復
を
求
め
て
公
認
計
量
士
を
相
手
と
し
て
訴
を
提
起
し
た
。

裁
判
所
は
、
「
公
認
計
量
士
は
、
公
衆
の
前
に
お
い
て
自
ら
有
能
な
計
量
士
と
し
て
現
わ
れ
て
お
り
、
計
量
表
示
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る

宛
）

行
為
に
入
る
あ
ら
ゆ
る
者
の
た
め
に
注
意
深
く
計
量
を
行
う
義
務
が
あ
る
も
の
と
推
定
し
う
る
。
」
と
し
、
公
認
計
量
士
の
対
第
三
者
責
任

を
認
容
し
た
。

（
Ｕ

の
］
自
国
の
Ｈ
判
決
は
、
従
来
の
判
例
法
を
拡
大
解
釈
し
、
過
失
（
口
①
、
一
両
の
ｐ
Ｏ
の
）
に
基
づ
く
会
計
士
の
対
第
一
一
一
者
責
任
へ
の
適
用
を

可
能
な
ら
し
め
る
。
し
か
し
、
ご
庁
田
口
日
の
の
〔
ど
Ｂ
・
判
決
に
お
い
て
、
カ
ー
ド
ゾ
ウ
判
事
は
、
○
一
日
目
の
Ｈ
事
件
を
区
別
す
る
。
判
事

の
説
明
に
よ
れ
ば
、
の
」
四
口
い
の
Ｈ
に
お
け
る
公
認
計
量
士
の
証
明
は
、
多
数
の
中
で
の
一
つ
の
可
能
性
（
日
の
『
①
ご
ｏ
口
の
己
・
印
の
）
す
】
」
】
□

四
日
・
口
、
目
星
）
と
い
う
も
の
で
は
な
く
。
取
引
の
目
的
（
の
己
目
」
＆
日
。
こ
げ
の
三
目
⑫
三
・
口
）
ｌ
公
認
計
量
士
は
、

計
量
の
目
的
が
支
払
額
の
決
定
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
ｌ
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
お
い
て
Ｅ
三
日
…
の
Ｏ
・
巳
と
相
違

命
）

す
る
と
い
う
。
換
言
す
れ
ば
、
ご
］
百
四
白
日
①
の
〔
ど
輿
〉
に
お
い
て
、
会
計
士
は
直
接
に
は
被
監
査
人
の
た
め
に
そ
の
役
務
の
提
供
を
行
う
も

の
で
あ
り
、
会
計
士
が
原
告
（
第
一
一
一
者
）
に
向
っ
て
直
接
に
不
実
表
示
を
行
っ
て
い
な
い
点
で
の
］
自
国
の
『
と
相
違
・
区
別
さ
れ
る
と
す
る
。

こ
う
し
て
、
会
計
士
は
、
契
約
関
係
（
官
三
目
）
に
あ
る
依
頼
人
ま
た
は
表
示
を
信
頼
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
会
計
士
が
知
っ
て
い
た
者

に
し
か
過
失
に
よ
る
責
任
を
負
わ
な
い
と
さ
れ
た
。

□
］
百
四
白
日
の
ｍ
Ｏ
ｏ
Ｓ
・
判
決
の
特
徴
は
、
第
一
に
、
会
計
士
は
契
約
関
係
に
な
い
者
に
対
し
て
相
当
な
注
意
を
尽
く
す
義
務
に
な
い
こ

と
、
第
二
に
、
会
計
士
の
責
任
過
重
と
い
う
政
策
的
理
由
に
あ
る
。
た
だ
、
重
大
な
過
失
（
ｍ
Ｈ
ｏ
ｍ
ｍ
ｐ
の
、
］
苗
の
ｐ
ｏ
の
）
が
あ
る
場
合
、
詐
害
が
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（妬）

の
白
（
①
の
口
の
①
〔
Ｈ
２
の
〔
〔
〉
○
・
判
決
は
、
ロ
ー
｛
国
日
日
①
ｍ
Ｏ
ｏ
Ｈ
ｂ
・
判
決
の
七
年
後
に
判
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
件
は
□
一
（
『
ロ
日
日
の
の

Ｏ
Ｃ
Ｂ
・
と
ほ
ぼ
同
様
な
事
案
に
あ
り
、
原
告
は
被
告
（
会
計
事
務
所
）
の
作
成
・
証
明
し
た
貸
借
対
照
表
を
信
頼
し
て
被
監
査
会
社
に
資
金

（豹）

そ
の
他
、
□
］
可
囚
日
日
の
ｍ
Ｃ
ｏ
ｓ
・
判
決
の
系
譜
に
属
す
る
も
の
と
し
て
は
、
の
冨
芹
の
の
可
①
の
（
月
日
の
（
ｎ
ｏ
・
ぐ
・
同
日
の
【
事
件
、

（犯）
（い）

□
日
・
ｍ
ｂ
ｏ
目
の
ご
く
①
日
）
閂
ロ
Ｏ
・
ぐ
・
Ｏ
ｏ
ｍ
の
ロ
事
件
、
Ｏ
・
目
・
］
・
同
旨
目
ロ
ロ
］
Ｏ
ｏ
Ｈ
ｂ
・
ぐ
・
の
］
・
ぐ
の
Ｈ
事
件
等
が
あ
る
。
こ
の
一
一
一
件
は
、（胆）

い
ず
れ
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
裁
判
所
に
お
い
て
審
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
連
邦
裁
判
所
の
判
決
と
し
て
、
同
一
の
Ｏ
匠
①
円
く
・
【
』
の
言

事
件
も
注
目
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。

カ
ー
ド
ゾ
ゥ
判
事
は
、
従
来
ア
メ
リ
カ
不
法
行
為
法
の
発
展
に
多
大
の
寄
与
を
し
た
と
賞
讃
さ
れ
る
。
カ
ー
ド
ゾ
ウ
判
事
の
関
与
し
た

（
亜

（訓）
（苑）

冨
四
・
曰
の
円
の
。
曰
く
・
国
巳
ｏ
穴
冨
・
芹
の
Ｈ
Ｏ
ｏ
Ｂ
ｂ
：
］
》
の
』
自
国
の
Ｈ
ぐ
・
の
ケ
の
官
旦
》
勺
囚
］
の
、
日
｛
ぐ
・
Ｆ
ｏ
ｐ
ｍ
宛
巴
」
円
○
四
ａ
Ｏ
四
日
ご
口
昌

事
件
に
お
い
て
、
判
事
は
、
契
約
関
係
（
官
三
目
）
に
関
す
る
従
来
の
理
論
を
破
棄
し
、
予
見
し
う
る
当
事
者
の
た
め
の
義
務
概
念
を
明

（王）

ら
か
に
す
る
途
を
進
め
て
き
た
。
し
か
し
皮
肉
に
も
、
判
事
は
、
右
記
の
と
お
り
ロ
』
【
国
日
日
の
の
○
〕
Ｂ
・
事
件
に
お
い
て
当
事
者
間
に
契

約
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
会
計
士
の
対
第
三
者
責
任
を
認
め
な
か
っ
た
。
ロ
守
口
日
日
の
の
Ｃ
Ｏ
『
で
・
判
決
は
、
予
見
し
う
る
損
害

（
ず
『
①
の
①
の
囚
匡
の
ケ
日
日
）
に
対
す
る
責
任
に
向
う
不
法
行
為
法
の
一
般
的
傾
向
に
対
す
る
一
つ
の
は
ど
め
（
目
ｓ
ｏ
閂
）
と
し
て
判
示

命
）

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
会
計
士
に
そ
の
原
理
を
適
用
し
た
も
の
と
い
わ
れ
ろ
。
し
か
し
、
□
」
百
回
目
四
円
①
の
Ｃ
Ｏ
Ｂ
・
判
決
は
、
解
釈
的
詐
害

（
０
．
口
の
再
巨
・
は
く
の
守
口
＆
）
の
理
論
を
展
開
す
る
も
、
原
則
と
し
て
当
事
者
間
に
契
約
関
係
（
官
】
ぐ
】
［
］
）
を
求
め
る
こ
と
は
や
は

（犯）

り
判
例
変
更
と
一
一
一
己
い
う
ろ
で
あ
ろ
う
。

推
定
さ
れ
、
会
計
士
は
対
第
三
者
責
任
を
負
う
。
こ
れ
は
、
単
純
な
過
失
（
の
】
曰
已
の
口
①
、
｝
】
、
①
ロ
Ｃ
①
）
か
ら
会
計
士
の
責
任
を
免
除
す

る
。
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の
貸
付
を
行
っ
た
。
貸
借
対
照
表
に
は
、
売
掛
金
の
相
当
部
分
に
回
収
不
能
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
告
に
よ
る
適
正
意
見
書
が
添

付
さ
れ
て
い
た
。
原
告
が
資
金
の
貸
付
を
行
っ
た
一
月
後
、
被
告
は
、
適
正
意
見
書
に
対
す
る
訂
正
報
告
書
を
被
監
査
会
社
に
提
出
し
そ
の

使
用
差
止
を
行
お
う
と
し
た
。
し
か
し
、
貸
借
対
照
表
お
よ
び
適
正
意
見
書
は
す
で
に
原
告
に
提
供
・
利
用
さ
れ
て
お
り
、
訂
正
報
告
書
は

原
告
に
注
意
を
促
す
た
め
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

裁
判
所
は
、
監
査
意
見
表
明
に
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
と
し
、
過
失
が
重
大
で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
監
査
意
見
書
を
信
頼
し
た
者
の
蒙
つ

く“）

た
損
害
に
対
し
て
責
任
を
課
し
た
。
そ
し
て
、
重
大
な
過
失
は
、
詐
害
推
定
を
生
ず
ろ
］
曰
を
判
一
不
し
た
。

本
判
決
は
、
ロ
庁
囚
日
日
の
の
Ｑ
）
Ｂ
・
判
決
と
同
様
詐
害
推
定
の
理
論
を
展
開
し
、
会
計
事
務
所
に
対
し
て
重
大
な
過
失
に
基
づ
く
責
任

を
認
め
た
。
し
か
し
、
同
判
決
は
、
結
果
を
無
視
し
た
不
注
意
（
ず
①
①
巳
の
⑪
の
ロ
①
の
の
四
目
』
Ｈ
①
Ｃ
区
の
の
の
）
は
計
画
的
な
意
図
を
構
成

す
る
も
の
と
し
、
□
｝
宮
口
日
日
の
叩
Ｏ
Ｃ
Ｂ
・
判
決
に
お
い
て
明
確
に
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
不
注
意
（
□
の
、
一
の
巳
）
と
詐
害
の
関
係
を
い
く

（妬）
（“）

ら
か
明
ら
か
に
し
た
も
の
の
、
重
大
な
過
失
と
詐
害
と
の
境
界
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
会
計
専
門
家
は
計
画
的
ま

（卯）

た
は
積
極
的
な
詐
害
（
」
の
』
）
す
の
三
の
。
Ｈ
四
○
〔
弓
の
沖
目
ｑ
）
に
な
か
っ
た
と
し
て
も
第
三
者
に
対
し
て
責
任
を
負
う
旨
を
指
摘
し
、
重
大
な
過

（妃）

失
が
あ
れ
ば
そ
れ
だ
け
で
詐
害
責
任
を
生
ず
る
旨
を
示
唆
し
、
こ
れ
ら
理
論
の
契
機
と
さ
れ
た
。

（”）

ロ
日
・
の
ｂ
・
同
〔
の
三
①
四
円
門
口
ｎ
．
事
件
は
、
依
頼
人
に
よ
る
未
記
帳
の
債
務
を
勘
定
に
計
上
す
る
こ
と
な
く
財
務
諸
表
の
作
成
・
証

明
を
行
っ
た
事
案
で
あ
る
。
依
頼
人
は
、
勘
定
書
の
郵
送
お
よ
び
記
帳
を
遅
ら
す
慣
行
に
あ
っ
た
。
会
計
士
は
、
依
頼
人
の
右
慣
行
を
知
り

つ
つ
郵
送
さ
れ
た
記
録
に
つ
い
て
の
勘
定
を
設
け
る
こ
と
な
く
債
務
を
過
小
評
価
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

（卯）

裁
判
所
は
、
詐
害
の
推
定
を
行
う
こ
と
な
く
、
重
大
な
過
失
そ
れ
自
体
か
ら
会
計
士
が
対
第
三
者
責
任
を
負
う
旨
を
判
示
し
た
。

本
判
決
の
特
色
は
、
重
大
な
過
失
を
む
り
や
り
詐
害
に
含
め
ろ
と
い
う
法
律
上
の
疑
制
を
行
わ
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、
ま
た
、
会
計
士
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（
辺

の
道
義
的
責
任
を
比
較
的
問
題
視
し
な
い
と
こ
ろ
で
評
価
さ
れ
て
い
ろ
。

（皿）

同
】
の
Ｏ
ぽ
の
Ｈ
事
件
は
、
会
計
士
が
被
監
査
会
社
の
財
務
諸
表
の
監
査
証
明
後
に
お
い
て
そ
の
業
務
継
続
か
ら
監
査
証
明
を
し
た
財
務
諸
表
に

重
大
な
過
失
表
示
の
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
年
以
上
も
の
間
の
ロ
、
、
株
式
取
引
所
に
訂
正
届
出
を
行
わ
ず
、
か
つ
一

般
公
衆
へ
の
開
示
を
怠
っ
た
事
案
で
あ
る
。
本
件
で
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
監
査
証
明
後
に
入
手
し
た
情
報
の
開
示
慨
怠
が
コ
モ
ン
・
ロ
ー

上
の
詐
害
を
構
成
す
る
か
否
か
に
あ
っ
た
。

〈弱）

裁
判
所
は
、
Ｆ
・
弓
の
Ｈ
ぐ
・
出
口
円
旦
の
判
決
お
よ
び
不
法
行
為
リ
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
の
規
定
を
引
用
し
、
会
計
士
に
適
時
訂
正
義
務
を

課
し
た
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
所
は
、
「
会
計
士
は
財
務
諸
表
の
作
成
時
に
詐
欺
（
』
の
ｏ
の
ロ
ゴ
の
）
に
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
（
財
務

（餌）

諸
表
が
）
誤
解
を
ま
ね
く
に
至
っ
た
と
き
、
そ
の
こ
と
を
条
件
と
し
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
事
柄
と
し
て
責
任
を
負
う
」
も
の
と
し
た
。
そ

｛弱）

し
て
、
「
財
務
諸
表
が
誤
解
を
ま
ね
く
に
至
っ
た
と
き
、
情
報
開
示
の
癬
怠
は
重
大
な
過
失
を
構
成
す
る
」
と
説
一
不
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
□
一
百
四
日
日
①
の
○
・
ｓ
・
判
決
後
の
判
例
は
、
ご
｝
百
四
日
目
①
の
０
．
ｓ
・
判
決
が
重
大
な
過
失
を
も
っ

て
詐
害
推
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
解
釈
的
詐
害
に
疑
問
を
呈
し
た
り
ま
た
は
詐
欺
訴
訟
の
方
式
に
特
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
重
大
な
過
失
の

み
を
も
っ
て
会
計
専
門
家
の
責
任
を
認
め
ろ
。
程
度
の
差
は
あ
れ
、
こ
れ
ら
判
決
は
、
第
三
者
救
済
に
進
む
も
の
と
い
え
よ
う
。

曲伽
門
口
・
昌
一
←
Ｐ

⑪
匡
少
で
で
・
○
四
の
①
路
、

卿
』
三
ｚ
・
閂
・
昌
一
凸
「
．

伽
ヨ
ト
ヱ
・
口
・
吟
筐
・

幽
匡
シ
ロ
ロ
・
○
四
の
①
②
弓
．
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門
口
・
口
〔
』
←
「
・

田
切
ｚ
・
向
・
国
引
．

閂
」
・
ロ
｛
←
吟
①
。

円
□
・
囚
〔
一
心
「
・

閂
」
・
囚
【
』
』
『
。

⑭
匿
句
・
星
堂
（
』
＠
ｍ
ｍ
）
・
本
件
に
お
い
て
、
原
告
は
、
被
告
会
計
士
の
作
成
し
た
財
務
諸
表
を
信
頼
し
、
被
監
査
会
社
に
資

三
○
斤
①
）
い
＆
菅

閂
』
・
ロ
【
凹
函
俣

龍
田
節
「
藍

Ｈ
ｇ
・
口
｛
、
『
ｍ
・

盛
田
良
久
「
ア
メ
リ
カ
判
例
法
上
の
第
一
一
一
者
に
対
す
る
責
任
」
企
業
会
計
一
一
一
一
巻
一
○
号
一
三
八
頁
。

臣
】
ｚ
・
口
・
〕
ｓ
Ｃ
・
製
造
物
責
任
に
関
す
る
ケ
１
ス
。

］
「
←
三
・
両
・
昌
這
、
。

］
窪
ｚ
・
旨
・
の
・
四
ｇ
ｍ
Ｐ

龍
田
節
「
監
査
人
の
対
第
三
者
責
任
序
説
」
商
事
法
の
研
究
一
九
四
頁
。

田
ｚ
・
向
・
国
」
筐
①
（
こ
い
②
）
．

】
四
ｍ
ｚ
・
国
．
、
召
（
】
＠
ｍ
図
）
・

】
己
ｚ
・
因
・
＠
Ｃ
ｓ
図
⑭
）
・
予
期
し
な
い
見
物
人
に
対
し
て
注
意
義
務
を
負
う
か
否
か
に
関
す
る
ケ
ー
ス
。

②
忌
廿
「
□

首
。
『
①
】
◎
や
四
斤
い
、
鐸
。
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㈹
】
筐
ｚ
・
目
・
の
．

川
閂
』
・
昌
鵠
－
ｍ
①
。

㈹
丘
・
昌
凸
の
ｌ
』
①
．

㈹
］
、
ｚ
・
向
・
山
口
呉
』
屋
ｌ
ご
・

咽
巨
・
臼
』
屋
ｌ
乞
曰

㈹
ｚ
・
肩
）
し
ｏ
８
Ｅ
三
口

○
○
Ｆ
□
二
・
Ｆ
．
宛
向
く
．

仙
臣
・
皀
全
、
ｌ
】
⑪
．

幽
霊
①
可
・
の
巨
己
で
。
届
（

㈹
】
、
ｚ
・
ロ
・
画
」
全
①
。

本
件
訴
訟
は
、
原
告
が
訴
因
の
一
つ
に
軽
過
失
（
・
ａ
ご
ロ
ニ
ロ
の
い
』
］
ぬ
①
ロ
Ｏ
①
）
を
主
張
し
、
人
的
範
囲
の
拡
大
を
図
ろ
う

と
す
る
が
、
軽
過
失
は
立
証
で
き
な
か
っ
た
。
裁
判
所
は
、
軽
過
失
責
任
が
成
立
す
る
た
め
に
は
監
査
報
告
書
が
主
に
原
告
の
た
め

に
作
成
さ
れ
た
こ
と
の
立
証
が
必
要
で
あ
る
旨
の
説
示
を
し
た
。
そ
し
て
、
□
］
百
四
日
日
の
の
（
ど
巳
・
判
決
を
引
用
し
、
右
理
解
は

□
］
【
日
白
日
①
叩
Ｃ
Ｏ
Ｓ
・
判
決
の
結
果
に
何
ら
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。
丘
・
昌
会
。

金
の
貸
付
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
被
監
査
会
社
は
、
倒
産
し
た
。
そ
こ
で
、
原
告
が
損
害
の
回
復
を
も
と
め
て
本
件
訴
訟
を
提
起
し

た
。

シ
ｏ
８
Ｅ
ミ
ロ
ミ
の
．
Ｅ
Ｑ
ご
』
量
⑯
の
ど
、

Ｆ
・
幻
向
く
．
桿
唱
山
⑭
．

、
」
国
○
・

冨
○
（
の
。
□
・
Ｚ
・
目
・
巴
①
「
）可
Ｑ
』
の
⑪
ロ
ゴ
旦
彦
【
肘
｛
⑩
ｐ
只
曰
菖
閃
司
閂
ヨ
ロ
コ
６
（
ロ
』
口
（
□
（
①
ペ
ョ
①
ヨ
》
（
】
①
『
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⑪
盛
田
・
企
業
会
計
一
一
一
一
巻
一
○
号
一
三
九
頁
。

⑪
⑭
①
①
句
・
ｍ
ｐ
ｂ
ｂ
・
房
Ｐ
本
件
に
お
い
て
、
被
告
会
計
士
は
、
被
監
査
会
社
の
財
務
諸
表
の
監
査
証
明
を
し
た
。
被
告
は
、
被
監
査

会
社
に
損
失
が
生
じ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
監
査
会
社
従
業
員
の
会
計
帳
簿
へ
の
虚
偽
記
入
か
ら
利
益
が
生
じ
て
い
る
旨
の

証
明
を
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
業
務
継
続
を
通
し
て
、
被
告
は
財
務
諸
表
の
欺
岡
（
」
の
Ｏ
の
ロ
】
・
ロ
）
を
発
見
し
た
と
い
う
も
の

刷
国
の
⑦
句
・
の
こ
□
己
・
昌
冨
ｍ
ｌ
ｍ
Ｐ

剛
雪
司
・
酉
①
、
（
旨
」
Ｑ
Ｈ
・
畠
①
②
）
・
本
件
は
、
醸
造
所
（
す
【
①
弓
の
Ｈ
ご
）
の
譲
渡
に
関
す
る
事
案
で
あ
る
。
原
告
（
買
主
）
は
、

醸
造
所
の
生
産
高
お
よ
び
利
益
高
等
に
つ
い
て
の
照
会
を
行
い
、
そ
の
後
被
告
（
売
主
）
と
売
買
契
約
を
締
結
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

醸
造
所
は
、
表
示
か
ら
契
約
締
結
ま
で
の
間
に
生
産
高
お
よ
び
利
益
高
の
減
少
が
あ
っ
た
。
被
告
は
、
そ
の
旨
の
開
示
を
行
わ
な
か

裁
判
所
は
、
商
談
中
に
契
約
目
的
に
関
す
る
重
要
事
項
、
事
実
等
の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
、
原
告
は
変
更
に
つ
い
て
の
説
明
義
務

を
負
う
と
判
示
し
た
。
国
・
呉
弓
四
・

そ
の
他
、
国
の
Ｓ
の
【
判
決
は
、
司
冒
、
①
日
」
」
ぐ
・
言
、
句
口
＆
の
Ｐ
ｍ
ｍ
甸
已
」
認
①
（
国
己
Ｃ
Ｈ
・
』
田
『
）
判
決
の
引
用
を
も
す
る
。

甸
冒
、
の
日
匡
判
決
は
、
顧
客
の
代
理
人
と
し
て
行
為
す
る
弁
護
士
の
虚
偽
表
示
に
よ
っ
て
損
害
を
蒙
つ
た
者
に
、
弁
護
士
か
ら
の

損
害
回
復
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。

で
あ
る
。

固
の
＆
①
Ｈ
判
決
は
、
こ
れ
ら
判
決
を
引
用
し
、
投
資
者
に
よ
っ
て
信
頼
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
会
計
士
が
開
示
義
務
を
負

●

わ
な
い
と
す
る
に
は
合
理
的
理
由
を
見
い
出
せ
な
い
旨
を
説
示
す
る
。
、
①
①
可
・
の
巨
己
で
・
臼
』
ｍ
ｍ
ｌ
ｍ
ｍ
．

っ
た
。
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裁
判
所
は
、
「
会
計
士
は
、
予
見
さ
れ
た
お
よ
び
限
ら
れ
た
範
囲
の
者
（
四
Ｏ
三
四
｝
一
］
ず
円
の
の
①
①
ロ
四
国
』
一
】
曰
耳
の
ｇ
ｏ
］
四
の
ｍ
ｏ
ｍ（詔）

己
の
Ｈ
ｍ
ｏ
ｐ
の
）
に
よ
っ
て
信
頼
さ
れ
た
過
失
に
よ
る
財
務
不
実
表
示
に
対
し
て
過
失
（
□
の
、
｝
］
ぬ
の
ロ
。
①
）
に
基
づ
く
責
を
負
う
巴
と
判
一
爪
し
た
。

そ
し
て
更
に
、
裁
判
所
は
、
「
会
計
士
は
、
自
己
の
証
明
が
会
社
の
潜
在
的
財
務
管
理
者
（
己
。
（
①
昌
一
ロ
」
、
ロ
目
凰
の
の
）
の
信
頼
に
利
用
さ

③
過
失
（
口
品
｝
】
聰
口
Ｏ
の
）
に
基
づ
く
責
任

前
節
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
□
庁
四
日
日
①
の
６
．
ｓ
・
判
決
の
系
譜
に
あ
る
判
決
等
は
、
少
な
く
と
も
重
大
な
過
失
（
四
・
の
の
ロ
の
、
｝
］
照
ロ
Ｏ
Ｌ

が
あ
っ
た
場
合
、
会
計
士
の
第
三
者
に
対
す
る
責
任
を
容
認
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
六
○
年
代
後
半
に
入
っ
て
二
言
日
日
の
の
○
〕
Ｂ
・

事
件
と
概
略
的
に
同
様
な
事
実
を
伴
う
ケ
ー
ス
が
二
・
ｇ
の
房
｝
目
」
の
連
邦
地
方
裁
判
所
に
登
場
し
た
。
二
・
」
の
庁
一
目
」
法
に
基
づ

（品）

き
上
訴
さ
れ
た
冗
巨
の
ｏ
茜
司
四
Ｃ
Ｓ
Ｈ
の
》
門
口
Ｏ
・
ぐ
．
旧
の
ぐ
一
口
判
決
は
、
過
失
あ
る
会
計
士
（
□
の
、
｝
】
ぬ
①
ご
り
の
四
，
８
自
画
三
）
が
契
約
関
係
に

（”）

な
か
っ
た
原
告
に
責
を
負
う
旨
を
判
示
し
た
最
初
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

元
巨
の
ｎ
ケ
句
囚
Ｃ
Ｓ
Ｈ
、
事
件
に
お
い
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
銀
行
は
、
借
入
の
申
込
を
し
た
会
社
（
被
監
査
会
社
）
の
財
務
状
態
を
知
る
た

め
、
会
計
士
の
監
査
証
明
付
財
務
諸
表
の
提
出
を
求
め
た
。
会
社
は
、
宛
ケ
・
』
の
房
｝
：
。
の
会
計
士
に
監
査
を
依
頼
し
、
監
査
さ
れ
た
財

務
諸
表
を
銀
行
に
提
出
し
た
。
会
計
士
は
、
用
■
○
号
［
の
」
目
」
法
に
従
い
会
社
の
財
務
状
態
が
健
全
に
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
銀
行
は
、

会
計
士
の
証
明
を
信
頼
し
金
銭
の
貸
付
を
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
会
社
は
事
実
上
支
払
不
能
の
状
態
に
あ
り
、
銀
行
は
貸
付
金
の
一
部
を
回

収
で
き
た
も
の
の
、
残
額
に
つ
い
て
損
害
を
蒙
っ
た
。
そ
こ
で
、
銀
行
は
、
適
正
監
査
証
明
行
為
を
行
っ
た
会
計
士
に
対
し
て
詐
害
お
よ
び

過
失
を
理
由
に
訴
を
提
起
し
た
。

嗣
匡
・
日
』
、
、
１
毛
。
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れ
ろ
こ
と
を
現
実
に
知
っ
て
い
た
と
き
、
そ
し
て
実
際
の
目
的
（
ぐ
の
ご
日
日
目
Ｑ
己
日
ｂ
ｏ
ｍ
の
）
を
現
実
に
知
っ
た
と
き
」
契
約
関
係

節
）

（
己
同
】
ぐ
】
ご
）
を
抗
弁
と
な
し
え
な
い
旨
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
判
決
の
要
旨
は
、
Ⅲ
契
約
関
係
の
存
在
お
よ
び
会
計
士
が
財
務
諸
表
の

利
用
者
を
知
っ
て
い
た
か
否
か
、
そ
れ
は
責
任
成
立
の
要
件
と
は
な
ら
な
い
こ
と
、
②
現
実
に
予
見
さ
れ
た
者
お
よ
び
限
ら
れ
た
範
囲
の

者
が
証
明
さ
れ
た
財
務
諸
表
を
利
用
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
と
き
、
会
計
士
は
責
任
を
負
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
結
局
、
閃
巨
の
呂

司
月
（
・
円
の
判
決
は
、
②
で
み
る
よ
う
に
人
的
範
囲
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
□
］
【
国
日
日
の
の
○
・
ｓ
．
、
判
決
と
の
対
決
を
回
避
し
、
そ
の
距
離

（印）

を
縮
め
ろ
。
こ
の
点
、
多
く
の
コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー
か
ら
批
判
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
宛
巨
の
○
ヶ
甸
四
具
。
Ｈ
判
決
は
、
そ
の
附
帯
意
見
に
お
い
て
□
］
冨
四
日
日
の
の
○
○
ｓ
・
に
お
け
る
カ
ー
ド
ゾ
ウ
論
法
を
厳
し
く
批

判
し
、
将
来
過
失
に
基
づ
く
責
任
を
認
め
る
べ
き
旨
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ご
一
再
ロ
日
日
①
、
○
・
ｓ
・
判
決
は
、
「
合
理
的
に
認
識
さ
れ

（
り

る
危
険
は
、
従
わ
れ
る
べ
き
義
務
を
定
》
燕
つ
け
る
巴
と
す
る
〔
不
法
行
為
法
上
の
〕
原
則
を
不
当
に
傳
奎
口
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
会
計
士
が

過
失
に
よ
る
不
実
行
為
に
よ
っ
て
生
ず
る
。
Ｔ
見
し
う
る
損
害
（
ョ
の
叩
の
８
ヶ
一
の
且
自
ご
）
ｌ
現
実
に
予
見
し
え
た
損
害
（
：
：
］
」
］
胃
の
“
の
①
口

旦
巨
ご
）
に
対
立
す
る
ｌ
」
に
対
し
て
責
を
負
う
こ
と
を
正
当
化
す
る
一
一
一
つ
の
論
拠
を
展
開
し
た
。
第
一
の
論
拠
は
、
面
目
：
ｏ
屋
○
・
日
目
ご
【
〕

の
利
益
、
す
な
わ
ち
社
会
公
共
全
体
に
寄
与
す
る
こ
と
と
、
責
任
拡
大
に
よ
る
専
門
家
基
準
の
引
き
上
げ
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
言
○
戸
目
の
ｍ
・
口

面
）

閃
・
す
ず
旨
の
の
詐
害
の
の
ち
、
例
え
ば
会
計
専
門
家
が
依
頼
人
の
顧
客
と
直
接
に
受
取
勘
定
（
：
○
・
口
貝
の
Ｈ
の
・
の
】
ぐ
ロ
ヶ
ー
の
）
の
確
認
お
よ
び
実
地
棚

（“）

卸
（
ｂ
ご
巴
８
］
旨
ぐ
の
己
。
ご
）
の
現
実
の
立
合
と
い
っ
た
現
在
最
も
重
要
な
経
験
に
よ
っ
て
実
践
化
し
た
と
こ
ろ
で
十
分
に
論
証
さ
れ
る
と
す
る
。

第
二
の
論
拠
は
、
一
薗
乎
な
損
失
危
険
の
分
配
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
□
」
可
四
日
閏
の
の
後
、
専
門
家
と
し
て
の
合
計
士
の
能
力
を
信
頼
し
、
取
引
を
行
う
場

が
多
く
な
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
二
：
日
日
の
の
○
・
ｓ
・
に
お
い
て
、
カ
ー
ド
ゾ
ウ
判
事
は
、
過
失
責
任
を
認
め
る
と
会
計
士
が
壊
滅
的
な
危

険
を
負
担
す
る
こ
と
を
危
倶
し
、
政
策
的
考
慮
か
ら
軽
過
失
の
と
き
会
計
士
は
責
を
負
わ
な
い
も
の
と
し
た
。
こ
れ
は
、
他
面
に
お
い
て
善
意
の
信
頼
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者
が
会
計
士
の
専
門
的
失
当
行
為
か
ら
生
ず
る
損
害
に
つ
き
重
い
負
担
を
課
さ
れ
る
余
地
を
残
す
。
広
く
第
三
者
が
会
計
士
の
作
成
・
監
査
し
た

財
務
諸
表
を
利
用
す
る
機
会
の
多
く
な
っ
た
今
曰
、
衡
平
な
損
失
危
険
の
分
配
を
図
る
こ
と
は
法
の
社
会
的
使
命
で
あ
り
、
時
代
の
趨
勢
で
も
あ

（“）

る
と
さ
れ
る
。
第
三
の
論
拠
は
、
会
計
士
が
負
担
す
る
危
険
の
分
散
の
た
め
の
責
任
保
険
制
度
の
利
用
に
あ
る
。
こ
れ
は
カ
ー
ド
ゾ
ウ
判
事
に
よ
っ

て
指
摘
さ
れ
た
会
計
士
の
壊
滅
的
な
危
険
の
負
担
の
お
そ
れ
と
い
う
危
倶
を
除
去
す
る
こ
と
に
は
な
ろ
う
。
し
か
し
、
会
計
士
に
保
険
義
務
を
課
す

こ
と
は
、
依
頼
人
を
通
し
て
製
品
価
格
等
に
転
嫁
さ
れ
、
消
費
者
の
負
担
増
に
つ
な
が
る
旨
の
説
示
も
な
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
、
宛
巨
の
Ｓ
可
ロ
Ｃ
Ｓ
Ｈ
の
判
決
は
、
人
的
範
囲
を
制
限
し
た
と
こ
ろ
で
は
批
判
さ
れ
た
が
、
過
失
責
任
の
主
流
に
よ
り
接
近
し
た

（ぬ）

も
の
と
し
て
お
よ
び
正
確
な
財
務
諸
表
作
成
の
た
め
に
会
計
士
が
常
に
創
造
を
な
す
役
割
を
演
ず
ろ
と
こ
ろ
で
評
価
さ
れ
た
。

そ
の
後
の
判
例
の
展
開
と
し
て
は
、
用
こ
の
＆
句
：
（
・
円
の
事
件
の
事
実
と
ほ
ぼ
同
様
な
事
実
に
関
す
る
の
ケ
ロ
耳
①
Ｓ
Ｈ
Ｏ
。
〔
Ｏ
一
四
ｍ
の

（“）
（α）

６
．
ｓ
・
ぐ
・
］
四
目
の
の
事
件
、
過
失
責
任
を
課
す
宛
ご
§
ぐ
・
宮
口
の
事
件
、
そ
し
て
宛
口
の
ｓ
甸
四
Ｃ
Ｓ
Ｈ
の
と
同
様
な
理
由
付
け
に
基
づ
き

（ぬ）

契
約
関
係
理
論
の
排
除
を
し
た
三
亘
奇
の
ぐ
・
○
巨
閂
の
ロ
（
の
事
件
等
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ａ

の
冨
耳
の
Ｂ
Ｈ
ｏ
・
｛
○
一
四
ｍ
の
Ｃ
ｏ
Ｈ
ｂ
・
事
件
に
お
い
て
、
テ
キ
サ
ス
州
裁
判
所
は
、
の
｝
自
国
の
Ｈ
判
決
を
根
拠
と
し
、
さ
ら
に
リ
ス
テ
ー

ト
メ
ン
ト
第
二
次
試
案
を
採
用
す
る
。
裁
判
所
は
、
「
会
計
士
は
、
財
務
諸
表
、
監
査
、
そ
の
他
を
信
頼
す
る
第
三
者
に
対
し
て
責
を
負
う
。

す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
の
も
の
は
、
…
…
会
計
士
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
信
頼
を
理
由
に
第
三
者
が
損

而
）
｝

害
を
蒙
る
か
ら
で
あ
る
巴
と
判
示
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
判
決
は
、
と
｝
：
日
閂
の
の
Ｏ
ｏ
Ｈ
ｂ
・
判
決
が
詐
欺
お
よ
び
過
失
に
基
づ
く
不
実
表
示
訴
訟
間

に
お
け
る
相
違
を
明
確
に
し
て
い
る
の
に
対
し
て
こ
れ
を
不
明
瞭
な
も
の
と
し
た
。
こ
の
点
、
裁
判
所
は
、
「
不
実
表
示
が
な
さ
れ
た
と
き
、

善
意
ま
た
は
故
意
（
旨
ご
・
・
の
昌
一
】
。
『
」
の
』
一
ケ
の
円
昌
の
｝
ご
）
を
も
っ
て
〔
そ
れ
が
〕
作
成
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
取
る
に
足
ら
な
い
】
も
の
と
し

分
）

た
。
全
体
と
し
て
、
の
ヶ
三
の
ロ
Ｃ
Ｈ
ｏ
ｏ
｛
○
」
四
ｍ
の
Ｃ
ｏ
Ｈ
ｂ
・
判
決
は
、
過
失
に
よ
る
不
実
表
示
の
要
件
と
し
て
契
約
関
係
を
緩
和
し
、
同
時
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（河）

向
］
日
閂
句
・
〆
陣
ｎ
ｏ
・
判
決
が
あ
る
。

本
件
原
告
は
、
被
監
査
会
社
の
有
限
責
任
社
員
（
｝
百
戸
の
」
宮
同
曰
の
Ｈ
の
）
で
あ
っ
た
。
原
告
は
、
一
定
の
パ
ー
ト
ナ
ー
合
意
に
基
づ
き

入
社
し
た
。
パ
ー
ト
ナ
ー
条
項
に
は
、
資
本
勘
定
の
資
金
を
流
用
し
て
は
な
ら
な
い
旨
の
定
め
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
二
人
の
無
限
責
任
社

員
（
ぬ
の
ロ
の
日
｝
で
の
円
百
の
円
の
）
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
合
意
に
違
反
し
資
本
勘
定
（
８
℃
］
白
一
四
○
８
口
具
の
）
の
資
金
を
流
用
し
た
。
原
告
は

生
じ
た
損
害
を
回
復
す
る
た
め
、
被
告
会
計
士
は
パ
ー
ト
ナ
ー
合
意
の
存
在
を
知
り
ま
た
は
知
り
え
た
と
し
、
会
計
士
の
過
失
を
理
由
に
訴

を
提
起
し
た
。
会
計
士
は
、
そ
の
事
実
を
見
落
し
て
い
た
。

裁
判
所
は
、
「
会
計
士
は
、
有
限
責
任
社
員
の
た
め
に
監
査
を
行
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
税
務
申
告
業
務
は
専
門
家
と
し
て
過
失

な
く
遂
行
さ
れ
る
べ
き
」
で
あ
る
と
し
、
少
な
く
と
も
、
「
財
務
諸
表
は
被
監
査
会
社
の
た
め
に
作
成
さ
れ
、
そ
し
て
、
そ
の
結
果
、
会
計

士
は
社
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
目
的
の
た
め
に
そ
れ
を
信
頼
す
る
こ
と
に
気
づ
か
ね
ば
な
ら
な
い
山
旨
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
会
計

士
は
、
行
為
の
決
定
を
熟
考
す
る
範
囲
の
者
の
た
め
に
注
意
深
く
財
務
諸
表
を
作
成
お
よ
び
監
査
す
る
義
務
を
負
う
と
判
示
し
、
コ
モ
ン
・
ロ

豆

１
上
課
さ
れ
た
義
務
は
、
契
約
の
ル
ー
ル
お
よ
び
契
約
関
係
の
ル
ー
ル
に
従
う
も
の
で
な
い
と
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
、
契
約
関
係
理
論
は
、
予
見
さ
れ
た
お
よ
び
制
限
さ
れ
た
範
囲
の
者
に
つ
い
て
で
は
あ
る
が
排
除
さ
れ
た
。
尤
も
、
契
約
関
係

理
論
の
排
除
を
徹
底
的
に
行
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
ミ
ズ
リ
ー
州
裁
判
所
に
お
け
る
シ
］
ロ
日
ロ
【
日
沖
三
口
目
面
Ｏ
ご
Ｈ
旨
、
○
○
・
ぐ
．

論
を
排
除
す
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。

に
詐
害
要
件
と
な
る
故
意
（
の
Ｑ
の
貝
の
Ｈ
）
を
排
除
す
る
立
場
に
あ
る
。

そ
し
て
、
一
九
七
七
年
の
三
亘
肩
事
件
に
お
い
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
裁
判
所
は
、
財
務
諸
表
を
信
頼
す
る
こ
と
を
会
計
士
は
知
っ
て

方
）

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
そ
の
責
任
の
拡
大
を
図
っ
た
。
本
件
は
、
閃
口
の
○
ケ
甸
国
Ｃ
Ｂ
Ｈ
の
判
決
と
同
様
な
理
由
付
か
ら
契
約
関
係
理
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裁
判
所
は
、
行
政
官
を
明
ら
か
に
予
見
し
う
る
当
事
者
お
よ
び
信
頼
す
る
当
事
者
に
あ
た
る
と
し
、
さ
ら
に
原
告
代
理
店
の
権
利
回
復
を

容
認
す
る
た
め
、
会
計
士
の
過
失
に
よ
る
不
実
表
示
を
是
認
す
る
に
お
い
て
、
行
政
官
は
、
代
理
店
の
代
理
人
と
し
て
行
為
し
た
と
判
示

し
た
。
し
か
し
、
判
決
は
、
事
件
の
事
実
に
そ
の
見
解
を
限
定
し
、
そ
れ
以
上
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
、
裁
判
所
は
、
過
失
あ

（花）

ろ
会
計
士
か
ら
権
利
回
復
を
う
け
る
者
と
う
け
な
い
者
と
が
生
ず
る
旨
を
指
摘
す
る
も
、
そ
の
境
界
に
つ
い
て
何
ら
説
明
を
す
る
も
の
で
な

い
。
裁
判
所
は
、
責
任
を
全
て
の
予
見
し
う
る
当
事
者
に
拡
大
す
る
こ
と
を
示
唆
し
た
宛
巨
の
○
ケ
司
囚
・
Ｓ
Ｈ
ｍ
理
論
を
踏
襲
す
る
も
の
で
は

な
い
。
裁
判
所
は
、
明
ら
か
に
会
社
の
現
実
の
財
務
状
態
の
開
示
遅
滞
の
た
め
に
蒙
っ
た
損
害
に
権
利
回
復
を
制
限
す
る
。
こ
れ
は
、
「
特

別
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
被
告
が
契
約
関
係
の
な
い
第
三
者
に
責
を
負
う
か
ど
う
か
の
決
定
は
、
政
策
的
事
柄
に
あ
り
、
そ
し
て
種
々
の
要
素

（力）
（泊）

の
調
整
を
伴
う
巴
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
ず
四
一
目
ロ
ロ
、
（
の
の
｛
に
依
拠
し
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
類
似
ケ
ー
ス
ア
プ
ロ
ー
チ
に
従
う
。

徴
収
不
能
を
通
し
て
損
失
を
蒙
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
元
巨
の
ｓ
同
ロ
、
｛
。
Ｈ
の
附
帯
意
見
理
論
は
、
右
記
継
承
。
発
展
さ
せ
ら
れ
た
が
、
全
て
の
裁
判
所
に
お
い
て
踏
襲
さ
れ

。
汚
）

た
も
の
で
も
な
い
。
一
九
七
六
年
ミ
ネ
ソ
タ
州
最
高
裁
判
所
は
、
因
・
ロ
ぽ
ぐ
の
Ｈ
ぐ
・
の
日
南
事
件
に
お
い
て
リ
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
採
用
し
、
契
約
関

係
の
欠
飲
の
抗
弁
を
却
下
し
、
会
計
士
の
責
任
を
肯
定
し
た
。
し
か
し
、
本
判
決
は
、
会
計
士
の
第
三
者
に
対
す
る
無
制
限
な
責
任
と
契
約

関
係
と
の
慎
重
な
宮
一
目
ｏ
旨
、
庁
の
の
芹
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
る
。

国
ｏ
口
巨
ぐ
の
『
事
件
に
お
い
て
、
原
告
の
一
人
は
、
保
険
会
社
の
総
代
理
店
（
ぬ
①
ロ
の
日
｝
四
ｍ
の
貝
）
に
あ
っ
た
ｐ
原
告
は
、
会
社
不
振
を

耳
に
し
、
支
払
不
能
に
つ
き
州
保
険
行
政
官
（
の
白
（
の
】
ロ
の
日
目
Ｃ
の
８
日
目
の
の
】
・
ロ
）
に
よ
る
保
証
が
う
け
ら
れ
る
ま
で
の
間
、
会
社

証
券
の
売
買
を
控
え
た
。
行
政
官
は
、
被
告
会
計
士
の
弓
。
島
百
℃
の
円
の
の
検
証
の
後
、
経
営
健
全
の
保
証
を
与
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
会

計
士
は
、
会
社
役
員
の
使
い
込
み
の
開
示
を
怠
っ
て
い
た
。
原
告
は
、
会
社
財
務
状
態
の
調
査
期
間
、
当
座
売
買
し
た
証
券
プ
レ
ミ
ア
ム
の
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㈱㈱
⑭
詮
句
・
の
□
ご
己
・
詮
（
□

㈹
Ｚ
。
［
の
）
２
ｓ
「
ロ
ゴ
○
言
】
’

㈹
⑱
匿
司
・
の
口
ご
己
・
異
①
四
・

剛
■
・
臼
麗
。

651（帥㈹ ㈹CＤ 160

の
・
向
・
○
・
少
Ｃ
Ｏ
【
》
ぬ
の
①
Ｈ
］
①
の
閃
①
」
の
四
ｍ
の
三
・
・
】
Ｐ
（
己
同
ｏ
・
Ｐ
］
Ｐ
Ｓ
）
・
本
件
は
、
会
社
役
員
に
あ
っ
た
四
人
の
兄
弟
が
会
社
の

貸
借
対
照
表
の
水
増
を
共
謀
し
、
そ
し
て
、
仮
空
の
受
取
勘
定
を
設
け
お
よ
び
不
存
在
の
棚
卸
資
産
で
の
調
整
と
に
よ
っ
て
約
二
千

万
ド
ル
の
オ
ー
バ
ー
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
実
現
し
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

こ
の
閃
口
吻
＆
面
・
盲
の
論
理
に
対
し
て
批
判
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
反
対
論
者
は
、
宛
巨
⑩
呂
司
三
・
月
の
の
附
帯
意
見
理

論
を
も
っ
て
」
ご
言
、
日
日
の
の
○
・
ｓ
・
を
論
破
す
る
に
は
．
な
お
訴
訟
形
態
の
形
態
形
式
に
つ
い
て
の
検
討
、
保
険
制
度
の
普
及
程
度
の

考
察
も
必
要
と
す
る
。
責
任
保
険
制
度
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
良
好
と
い
え
な
い
と
の
指
摘
も
あ
る
。
ま
た
、
消
費

者
へ
の
負
担
の
転
嫁
に
疑
問
を
呈
す
る
も
の
も
あ
る
。
の
①
の
》
の
怠
け
日
旨
・
訂
】
Ｐ
菖
畠
「
．

な
お
、
□
言
回
日
胃
の
の
６
．
ｓ
・
判
決
の
頃
、
こ
の
保
険
制
度
は
今
だ
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
。
会
計
士
が
保
険
制
度
を
利
用
す
る
よ
う
に

Ｚ
。
〔
の
）
農
茸
ロ
ョ
○
奇
』
（

画
囚
』
句
・
の
ロ
ロ
己
・
臼
①
Ｐ

Ｚ
。
［
ｏ
吻
匡
菅

閂
ｑ
・
口
計
画
⑭
、
．

吻
匡
も
「
Ｑ
己
。
『
⑩
桿
○
〕
口
【
画
、
、
．

詮
（
□
・
用
・
閂
・
こ
つ
、
）

百
○
》
①
】
○
℃
四
｛
四
ｍ
囚

』
Ｃ
）
四
戸
四
ｍ
国
．

～
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何
Ｍ
牌
（
湯
．
回
戸
Ｑ
ト
廷
・

伽
室
山
の
．
ニ
ョ
・
国
」
⑭
『
⑭

］㈹

⑪
閂
二
・
日
雷
「
．

㈹
造
①
の
・
三
』
ｑ
臼
、
雪
・
本
件
に
お
い
て
、
被
告
会
計
事
務
所
は
被
監
査
会
社
の
財
務
諸
表
を
作
成
・
証
明
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
資
産
に
過
大
評
価
が
あ
り
、
財
務
諸
表
に
は
実
際
の
資
産
額
を
越
え
た
正
味
財
産
に
つ
い
て
の
表
示
が
あ
っ
た
・
原
告
は
、
財

務
諸
表
を
信
頼
し
、
被
監
査
会
社
に
資
金
の
貸
付
を
行
い
損
害
を
蒙
っ
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

帆
四
百
ｚ
・
回
国
」

㈱
届
①
ｚ
・
同
．
、
『
９

な
っ
た
の
は
一
九
四
○
年
代
の
初
頭
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
保
険
に
つ
い
て
、
の
①
の
．
□
臼
ど
の
・
ロ
》
少
量
皇
『
・
「
ｍ
》
Ｈ
ミ
「
且

勺
ミ
ビ
旧
三
言
罠
言
二
Ｉ
Ｃ
・
蔓
ミ
ミ
ロ
ミ
蔓
・
曹
旦
壽
巨
曰
二
妄
二
Ｆ
宛
向
く
・
言
（
］
島
Ｉ

］
三
）
．
Ｆ
の
言
の
画
己
の
言
］
の
ご
冨
門
菌
少
§
筐
言
占
菖
言
ビ
言
§
§
。
、
１
勺
⑩
三
：
己
も
蔓
こ
い
．

］
・
少
Ｃ
Ｏ
。
□
三
目
シ
Ｚ
Ｏ
＆
〉
望
（
○
○
戸
］
ヨ
ロ
）

棡
虐
①
⑫
．
二
・
ｍ
」
、
「
四
（
Ｈ
①
×
・
ロ
ぐ
・
少
己
己
．
ご
己
）
・

例
弓
Ｃ
ｚ
・
二
・
屋
四
①
、
（
ご
＄
）
・
本
件
に
お
い
て
、
ア
イ
オ
ワ
裁
判
所
は
、
依
頼
人
の
営
業
を
取
得
す
る
こ
と
あ
っ
た
既
知

の
信
頼
す
る
第
一
一
一
者
に
対
す
る
会
計
士
の
責
任
を
認
め
た
。
し
か
し
、
依
頼
人
の
一
般
投
資
者
で
あ
る
第
一
一
一
者
に
は
過
失
に
基
づ
く

責
を
会
計
士
は
負
わ
な
い
旨
を
明
ら
か
に
し
て
い
ろ
。

㈹
四
百
ｚ
・
向
・
国
」
四
』
、
（
』
ヨ
ヨ
）
。

閂
９
．
口
〔
い
］
Ｐ

四
回
ｚ
・
同
．
⑭
。
昌
唱
『
の
。

ニ
ヨ
、
（
］
君
山
）
・
本
件
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
受
領
者
が
目
論
見
書
利
用
者
に
情
報
の
提
供
を
意
図
と
し
て
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ア
メ
リ
カ
合
衆
国
議
会
は
、
□
」
（
日
日
閂
の
ｍ
Ｏ
ｏ
Ｓ
・
判
決
後
二
年
目
に
一
九
一
一
一
一
一
一
年
証
券
法
（
Ｈ
ゲ
の
⑩
の
０
口
Ｈ
三
の
の
シ
ｏ
庁
。
｛

ご
題
）
を
、
そ
し
て
そ
の
翌
年
一
九
一
一
一
四
証
券
取
引
所
法
（
Ｈ
ケ
の
の
①
。
日
菖
の
の
同
〆
・
宮
口
、
の
鈩
只
。
｛
ご
窪
）
を
制
定
し
た
。

そ
の
頃
、
契
約
関
係
（
ｂ
Ｈ
三
口
）
に
関
す
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
概
念
は
、
単
純
な
過
失
（
の
旨
で
］
の
ロ
の
、
］
】
、
①
ロ
。
①
）
に
基
づ
く

責
任
を
認
め
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
仮
に
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
詐
害
に
要
求
さ
れ
た
故
意
（
の
Ｑ
の
曰
の
Ｈ
）
が
現
実
に
存
在
し
た
と
し

て
も
、
財
務
諸
表
が
会
計
士
に
よ
っ
て
作
成
・
監
査
さ
れ
た
場
合
、
会
社
証
券
の
す
べ
て
の
購
入
者
（
い
わ
ゆ
る
投
資
者
）
と
し
て
の
不
特
定

の
範
囲
の
者
に
会
計
士
の
民
事
責
任
が
拡
張
さ
れ
る
の
か
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
証
券
法
は
、
主
と
し
て
証
券
発
行
市
場
に
お
け

㈹（77）㈹㈹

三
、
連
邦
制
定
法
上
の
責
任

い
る
こ
と
を
会
計
士
が
知
る
と
き
そ
の
対
第
三
者
責
任
を
認
容
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
明
確
に
契
約
関
係
の
排
除
を
行
い
、
会
計
士

が
責
任
を
負
う
た
め
の
重
要
な
四
要
素
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
重
要
な
四
要
素
は
、
Ⅲ
取
引
が
原
告
に
影
響
を
及
ぼ
す
べ
く
意

図
さ
れ
た
分
野
に
拡
大
さ
れ
る
こ
と
、
②
〔
原
告
〕
損
害
に
対
す
る
予
見
性
、
③
原
告
が
損
害
を
蒙
っ
た
こ
と
に
関
す
る
確
実

性
の
程
度
、
そ
し
て
側
、
Ⅲ
被
告
行
為
と
損
害
と
の
因
果
関
係
、
に
あ
る
。
丘
・
皀
路
②
．

Ⅲ
総
説

囚
仁
、
Ｚ
．
ご
『
・

自
」
・
囚
芹
四
○
四
・

例
え
ば
、
Ｆ
息
の
ぐ
・
国
日
日
Ｐ
山
①
⑭
□
・
の
．
＠
、
「
（
』
ｃ
の
］
）
・
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
般
的
説
明
に
つ
い
て
は
、
岡
・
英
米
判
例
百
選
Ⅱ
私
法
四
○
頁
参
照
。

口
」
四
℃
』
（
得
①
「
①
）
．
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ろ
情
報
開
示
お
よ
び
そ
の
規
制
を
目
的
と
す
る
。
そ
し
て
、
証
券
取
引
所
法
は
、
流
通
市
場
に
お
け
る
情
報
開
示
お
よ
び
そ
の
規
制
を
目
的

と
し
て
い
る
。
両
法
と
も
、
広
範
囲
に
わ
た
り
証
券
市
場
に
お
け
る
詐
欺
禁
止
（
囚
昌
】
ｌ
沖
：
ｇ
）
を
内
容
と
し
、
制
定
法
上
、
コ
モ
ン
・
ロ

－
に
お
い
て
救
済
し
え
な
か
っ
た
証
券
投
資
者
の
保
護
を
図
る
。
そ
し
更
証
券
法
お
よ
び
証
券
取
引
所
法
は
、
そ
の
基
本
理
念
に
開
示
を
お
き
、
開

示
の
中
心
に
会
計
を
す
え
つ
け
ろ
。
そ
し
て
、
開
示
制
度
の
整
備
は
、
証
券
発
行
人
の
開
示
が
独
立
会
計
士
（
ご
ロ
区
】
○
四
Ｃ
８
口
ロ
冨
昌
）

の
証
明
に
よ
っ
て
維
持
す
べ
く
企
図
さ
れ
、
証
券
は
情
報
の
完
全
開
示
の
後
に
発
行
さ
れ
る
。

丙
）

、
）

連
邦
制
定
法
に
お
い
て
会
計
士
の
民
事
責
任
の
根
拠
規
定
と
し
て
は
、
証
券
法
一
一
条
、
一
二
条
②
項
、
証
券
取
引
所
法
一
八
条
、
一
○

条
ｎ
項
お
よ
び
そ
の
規
則
一
○
⑪
’
五
等
が
あ
る
。
そ
の
他
、
証
券
法
一
七
条
は
、
い
く
つ
か
の
裁
判
所
に
お
い
て
黙
示
の
私
訴
権
に
対
す

（団）
（、）

ろ
根
拠
を
提
供
す
る
も
の
と
指
摘
さ
れ
、
証
券
取
引
所
法
一
四
条
の
下
で
の
責
任
の
生
ず
る
余
地
も
指
摘
さ
れ
て
い
ろ
。

以
下
、
本
章
に
お
い
て
は
、
証
券
法
三
条
、
証
券
取
引
所
法
一
○
条
阿
項
お
よ
び
の
回
○
規
則
一
○
ｈ
’
五
の
下
で
の
責
任
を
概
観
す

ろ
。

曲剛
例
え
ば
、
一
八
条
の
下
で
は
、
国
①
】
（
ぐ
・
ミ
の
旨
の
Ｐ
き
い
田
・
江
＠
ｓ
（
国
」
Ｑ
Ｈ
・
巴
①
、
）
》
可
］
の
ロ
ケ
①
円
く
・
【
」
の
亘

器
①
句
・
ｍ
ｐ
ｂ
ｂ
・
］
、
◎
（
の
．
□
・
Ｚ
・
田
．
ご
ヨ
）
等
の
判
決
が
あ
る
。

剛
例
え
ば
、
国
目
同
異
］
ぐ
・
○
の
計
①
同
日
、
》
合
Ｃ
可
・
星
］
＆
①
（
］
◎
＆
Ｑ
Ｈ
・
］
＠
己
）
》
の
白
】
岳
ぐ
・
］
囚
Ｃ
丙
の
ｏ
ｐ
Ｈ
ｏ
・
一
陣
Ｃ
］
の
〕

伽
証
券
法
一
一
一
条
②
の
下
で
輔
助
者
責
任
を
判
示
す
ろ
も
の
と
し
て
、
円
の
ロ
ロ
の
１
ケ
ぐ
・
富
の
ご
ｑ
の
ご
冨
一
」
〉
田
』
句
・
の
巨
己
己
．
ご

（
ｚ
・
ロ
・
○
豆
。
］
＠
重
）
》
宮
●
用
の
６
口
の
の
日
の
勺
＆
囚
Ｏ
の
の
①
ｏ
・
旧
三
ｍ
日
】
。
Ｐ
由
己
司
・
ｍ
ｐ
ｂ
ｂ
・
酉
①
①
（
の
．
□
・
Ｚ
・
田
．

（
ｚ
・
ロ
・
○
ご
ｏ
ｇ
（

皀
蜀
）
・
等
が
あ
る
。
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②
証
券
法
二
条
に
基
づ
く
責
任

証
券
法
一
一
条
規
定
は
、
登
録
届
出
書
（
Ｈ
の
囚
の
口
呂
・
ロ
の
白
【
①
日
の
曰
）
の
効
力
が
発
生
し
て
い
る
当
該
部
門
の
重
要
な
事
実
に
つ

い
て
虚
偽
、
ま
た
は
登
録
届
出
書
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
事
実
の
省
略
も
し
く
は
そ
の
記
載
に
誤
解
を
ま
ね
く
記
載
の
あ
る

と
き
、
そ
の
証
明
を
な
し
た
会
計
士
は
投
資
者
に
対
し
て
責
任
を
負
う
旨
を
定
め
て
い
ろ
。
そ
の
範
囲
は
、
自
ら
専
門
家
と
し
て
登
録
届
出

書
を
作
成
・
証
明
し
た
会
計
士
、
同
意
の
う
え
登
録
届
出
所
に
署
名
を
し
た
者
で
、
登
録
届
出
書
の
当
該
部
門
を
作
成
ま
た
は
証
明
し
た
会

計
士
、
登
録
届
出
書
に
関
連
し
使
用
さ
れ
る
報
告
書
ま
た
は
評
価
書
を
作
成
も
し
く
は
証
明
し
た
会
計
士
で
あ
る
。
し
か
し
他
面
、
二
条

規
定
は
、
登
録
届
出
書
の
効
力
発
生
の
と
き
、
会
計
士
が
合
理
的
な
調
査
（
円
の
の
ｏ
ｐ
ｇ
｝
の
旨
く
①
豊
、
畳
・
口
）
を
し
た
う
え
、
そ
の
記

載
が
真
実
で
あ
る
こ
と
ま
た
は
記
載
を
要
す
る
重
要
事
実
も
し
く
は
誤
解
を
ま
ね
く
こ
と
の
な
い
必
要
な
重
要
事
実
の
省
略
が
な
い
こ
と
を
信
じ

た
こ
と
も
し
く
は
信
ず
る
に
合
理
的
な
理
由
（
円
の
の
。
：
こ
の
四
○
ｐ
ｐ
ｑ
）
が
あ
っ
た
と
き
、
会
計
士
に
抗
弁
権
を
与
え
ろ
。

同
規
定
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
訴
訟
に
お
い
て
要
求
さ
れ
た
契
約
関
係
（
ｂ
Ｈ
ご
□
）
要
件
を
必
要
と
せ
ず
、
ま
た
不
実
表
示
と
信
頼

目
口
○
・
）
←
ご
句
・
、
」
田
、
（
、
〔
す
○
］
曰
乞
①
①
）
》
Ｃ
囚
の
ず
○
ぐ
・
の
こ
の
△
口
①
け
四
目
ロ
四
Ｏ
ｏ
Ｈ
で
。
）
四
ｍ
○
句
・
囚
」
、
①
⑭
（
『
吾
Ｏ
】
Ｈ
・

皀
雪
）
等
が
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
の
①
の
》
四
・
耳
・
Ｐ
の
三
（
○
百
］
「
（
、
）
ａ
ｓ
の
乞
い
山
の
、
。
§
言
の
吻
少
ａ
Ｉ
Ｌ
こ
の

二
「
○
苫
血
．
ｐ
、
「
（
ご
巳
①
宛
付
言
〉
①
⑭
Ｚ
三
・
口
・
円
・
内
向
ぐ
・
仁
（
ご
弓
）
・

㈱
企
業
合
併
に
関
す
る
の
団
○
規
則
一
四
五
条
は
、
証
券
法
一
一
条
の
登
録
届
出
書
の
よ
う
に
合
併
委
任
状
報
告
書
（
白
の
温
の
Ｈ
１

官
。
ど
の
【
臼
①
日
の
貝
）
に
つ
い
て
規
制
す
る
。
こ
う
し
て
、
同
様
な
文
書
は
、
証
券
法
一
一
条
お
よ
び
証
券
取
引
所
法
一
四
条

の
双
方
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
さ
れ
ろ
。
句
】
空
の
》
②
量
も
日
弓
・
冨
桿
・
臼
＠
画
〉
ロ
・
巴
①

1０１



切
目
・
胃
］
の
判
決
に
お
い
て
、
専
門
家
（
の
ぎ
①
耳
）
は
、
自
己
の
同
意
に
基
づ
き
自
己
の
部
門
に
属
す
る
登
録
届
出
書
の
当
該
部
分

に
つ
き
民
事
責
任
を
負
わ
さ
れ
ろ
。
そ
し
て
、
当
該
部
分
に
つ
き
」
ロ
の
＆
］
祠
の
ロ
・
の
抗
弁
権
を
有
す
る
。
会
計
士
は
、
通
常
自
己
の
証
明

し
た
登
録
届
出
書
お
よ
び
当
該
部
分
に
責
を
負
う
。
切
目
Ｏ
旨
一
の
事
件
で
、
会
計
士
は
、
一
九
六
○
年
の
貸
借
対
照
表
を
調
査
し
、
お
よ
び

一
九
六
○
年
一
一
一
月
末
日
の
五
年
間
の
利
益
に
関
す
る
連
結
財
務
諸
表
な
ら
び
に
留
保
利
益
の
調
査
を
し
た
。
し
か
し
、
会
計
士
は
、
’
九
六
一
年

と
し
て
い
る
。

（艶）

本
条
に
関
す
る
判
例
と
し
て
は
、
同
の
８
耳
ぐ
・
国
閂
・
胃
】
の
６
．
口
の
可
四
ｓ
。
□
〔
）
ｏ
Ｈ
ｂ
・
事
件
が
有
名
で
あ
る
。
本
判
決
は
、
証
券
法

二
条
に
基
づ
く
登
録
届
出
書
の
不
実
記
載
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
に
関
連
し
て
発
行
会
社
以
外
の
全
て
の
賠
償
義
務
者
の
相
当
な
注
意

命
）

（
自
の
＆
｝
］
ぬ
の
ロ
・
の
）
の
抗
弁
に
つ
い
て
初
め
て
判
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
団
四
Ｈ
Ｏ
冒
一
の
社
が
転
換
社
債
を
公
募
す
る
に
あ

た
り
発
行
し
た
登
録
届
出
書
と
目
論
見
書
に
誤
解
を
ま
ね
く
記
載
、
重
要
な
事
実
の
省
略
が
あ
る
こ
と
を
認
定
し
、
会
社
役
員
、
取
締
役
、

監
査
人
、
そ
の
他
同
規
定
に
基
づ
く
賠
償
義
務
者
は
国
日
・
胃
一
の
社
の
破
産
か
ら
生
じ
た
投
資
者
の
損
害
に
対
す
る
賠
償
責
任
を
負
う
も
の

と
の
間
の
因
果
関
係
も
問
題
と
し
な
い
。
そ
し
て
、
被
告
の
故
意
ま
た
は
認
識
を
求
め
る
も
の
で
も
な
い
。
し
か
し
、
合
理
的
な
調
査
を

し
た
う
え
、
そ
の
記
載
が
真
実
で
あ
る
こ
と
ま
た
は
重
要
な
事
実
の
省
略
が
な
い
こ
と
等
を
信
じ
た
こ
と
も
し
く
は
信
ず
る
に
合
理
的
な
理

由
の
あ
る
と
き
、
会
計
士
は
そ
の
責
を
免
れ
ろ
。
そ
し
て
、
そ
の
立
証
責
任
は
、
被
告
会
計
士
が
負
担
す
る
。
合
理
性
の
基
準
は
、
慎
重
な

宙
）

人
が
自
己
の
財
産
の
管
理
に
用
い
る
程
度
の
注
意
を
も
っ
て
足
り
る
。
会
計
士
は
、
そ
れ
自
体
専
門
的
基
準
に
な
い
と
い
わ
れ
る
が
、
少
な

．
（
剛
）

く
と
も
専
門
家
と
し
て
容
認
さ
れ
た
基
準
以
上
の
責
任
を
課
さ
れ
な
い
。
会
計
士
が
説
明
す
べ
き
と
こ
ろ
を
正
当
に
説
明
し
な
か
っ
た
場
合
、

〈節）

会
計
士
は
○
シ
シ
宅
に
違
反
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
会
計
士
が
発
見
す
べ
き
も
の
の
発
見
を
怠
っ
た
と
き
、
会
計
士
は
○
シ
シ
の

に
従
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

102



師
）

だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

切
日
ｏ
胃
】
の
判
決
は
、
会
計
士
が
①
ｌ
』
閃
の
。
①
弓
を
行
う
に
相
当
な
注
意
を
定
義
づ
け
る
た
め
ア
メ
リ
カ
公
認
会
計
士
協
会

（
シ
日
の
凶
。
：
旨
い
〔
】
三
の
。
｛
Ｏ
三
］
印
の
９
℃
ロ
ー
Ｏ
シ
０
８
口
目
冨
三
い
１
以
下
、
崖
○
℃
シ
と
略
称
）
の
定
め
る
基
準
を
採
用
し
た
。

そ
し
て
、
会
計
士
の
専
門
基
準
は
、
結
局
、
シ
閂
０
勺
シ
基
準
と
の
比
較
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
。
尤
も
、
裁
判
所
は
、
少
閂
○
勺
シ
基
準
が

内
包
し
て
い
る
も
の
以
上
を
求
め
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
本
件
に
お
い
て
会
計
士
が
行
っ
た
の
ｌ
］
”
の
ヨ
の
ョ
は
、
｜
般
に
認
め

ら
れ
た
会
計
手
続
（
○
の
ロ
の
日
巨
ご
シ
・
・
の
ロ
の
」
シ
０
８
口
已
冒
胸
勺
Ｈ
ｏ
Ｏ
の
」
目
①
の
）
お
よ
び
の
レ
ジ
の
に
従
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う

五
月
一
七
日
効
力
の
発
生
す
る
登
録
届
出
書
の
中
の
目
論
見
書
に
つ
い
て
評
価
証
明
を
し
な
か
っ
た
。
会
計
士
は
、
そ
の
非
監
査
部
門
に
つ

き
直
接
に
責
任
を
負
う
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
故
、
会
計
士
の
相
当
な
注
意
に
関
す
る
抗
弁
は
、
登
録
届
出
書
の
効
力
発
生
日
現
在
、
そ
れ

が
正
確
で
あ
っ
た
こ
と
を
「
信
ず
る
に
合
理
的
理
由
」
と
「
事
実
の
信
頼
」
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ろ
。
裁
判
所
は
、
一
九
六
○
年
一
二
月
末

曰
の
会
計
士
証
明
の
財
務
諸
表
が
一
九
六
一
年
五
月
一
七
曰
現
在
誤
解
を
ま
ね
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
会
計
士
は
第
三
者
に
対

団
閂
・
ゲ
ュ
の
判
決
の
重
要
な
も
の
は
、
専
門
基
準
（
の
白
口
呂
旦
・
｛
で
Ｈ
・
庁
の
の
】
・
ロ
）
に
あ
り
、
会
計
士
は
、
自
己
の
専
門
職
業
に

お
い
て
承
認
さ
れ
た
も
の
以
上
の
基
準
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
自
己
の
専
門
分
野
で
の
基
準
に
従
う
こ
と
を
要
求
さ
れ

〈閉）

し
て
責
を
負
う
と
判
示
し
た
。

宛
）

切
日
呂
口
の
判
決
以
前
に
証
券
法
一
一
条
を
適
用
し
た
事
例
と
し
て
は
、
の
ロ
ｏ
員
の
ぐ
・
国
一
門
］
ロ
〕
四
目
判
決
が
あ
る
。
こ
の
判
決
は
、
低

い
会
計
基
準
を
認
め
る
も
の
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
裁
判
所
に
お
け
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
責
任
（
□
言
四
目
胃
の
⑩
○
・
ｓ
・
判
決
）
よ
り
も
後
退
す

可
）

ろ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
団
胃
○
ケ
己
の
判
決
は
、
格
段
の
進
歩
に
あ
っ
た
。
、
囚
Ｈ
ｇ
且
の
判
決
は
、
｜
一
条
の
下

ろ
。
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で
会
計
士
に
対
す
る
義
務
基
準
と
し
て
一
般
に
認
め
ら
れ
た
会
計
手
続
お
よ
び
⑦
シ
シ
の
に
依
拠
し
、
か
つ
相
当
な
注
意
を
定
義
づ
け
て
い
る
。

そ
し
て
、
留
意
す
べ
き
は
、
証
券
取
引
所
法
一
八
条
で
あ
ろ
う
。
’
八
条
規
定
は
、
証
券
法
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
書
類
で
の
虚
偽
表
示

に
つ
き
投
資
者
に
制
定
法
上
の
損
害
賠
償
訴
訟
権
を
附
与
す
る
。
’
八
条
の
抗
弁
は
、
書
類
が
虚
偽
ま
た
は
誤
解
を
ま
ね
く
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
の
不
知
お
よ
び
、
。
。
」
毎
片
げ
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
刑
事
的
ケ
ー
ス
に
お
け
る
有
責
性
の
程
度
が
ど
の
程
度
民
事
訴
訟
に

ワ
）

お
い
て
利
用
で
き
う
る
か
の
問
題
は
あ
る
が
、
□
昌
芹
の
」
の
己
（
の
ぐ
・
の
】
曰
・
ロ
事
件
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
下
級
審
判
決
が
あ
る
。

の
］
白
目
事
件
に
お
い
て
、
八
人
の
専
門
家
は
、
被
告
会
計
士
が
⑦
少
少
の
に
違
反
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
一
一
一
一
口
し
た
。
論
点
は
、
、
。
。
」

ず
】
＆
と
公
正
な
表
示
（
ず
］
Ｈ
Ｓ
Ｈ
の
の
①
曰
呉
】
○
口
）
に
あ
っ
た
。
陪
審
は
、
、
。
。
」
ず
】
＆
を
欠
い
た
と
評
決
し
て
お
り
、
裁
判
所
は
、

「
ぬ
。
。
」
ず
】
＆
は
、
会
計
業
務
が
正
真
に
行
な
わ
れ
て
い
る
か
否
か
に
つ
き
会
計
士
が
疑
う
理
由
を
有
し
て
い
た
場
合
に
開
示
を
求
め

丙
）

ろ
も
の
」
と
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
判
決
に
従
う
の
で
あ
れ
ば
、
会
計
士
は
⑦
少
少
の
に
従
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
抗
弁
と
し
え
ず
、
高

度
の
注
意
義
務
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

曲㈱
の
①
ｏ
胃
葺
の
の
少
０
（
・
｛
ご
缶
（
』
、
ｐ
．
ｍ
．
０
．
⑫
ゴ
ロ
の
〔
、
の
□
・
）
函
巨
（
○
）
・

脚
司
。
』
丙
〉
０
（
昌
（
Ｆ
ご
図
』
（
試
困
ロ
ョ
且
①
「
二
①
句
⑩
Ｑ
⑯
「
貝
の
⑯
、
匡
董
註
⑯
ｍ
シ
貝
の
》
Ｈ
奇
切
ミ
ロ
ふ
「
身
Ｏ
□
い
⑯
）
、
、

「
完
臼
三
門
し
Ｆ
・
内
向
く
．
］
〉
皇
宅
１
重
（
』
＠
＄
）
・

㈱
Ｃ
Ｃ
ｐ
ｇ
ｐ
曰
く
】
臣
の
》
助
忌
、
「
ロ
ゴ
○
奇
、
臼
】
缶
・

㈱
鵠
四
句
・
の
ロ
二
・
①
崖
（
の
．
□
・
Ｚ
・
田
・
］
＠
ｍ
ｍ
）
。
本
件
に
つ
い
て
は
、
東
京
○
・
勺
・
少
・
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
損
害
賠
償

責
任
事
例
Ｉ
パ
ー
ク
リ
ス
事
件
ｌ
」
公
認
会
計
士
業
務
資
料
第
一
一
号
、
曰
本
公
認
会
計
士
東
京
会
（
昭
和
四
八
年
三
月
）
、
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③
証
券
取
引
所
法
一
○
条
ｂ
項
お
よ
び
規
則
一
○
ｎ
’
五
に
基
づ
く
責
任

証
券
取
引
所
法
一
○
条
Ⅲ
項
規
定
は
、
証
券
の
売
付
お
よ
び
買
付
に
関
し
て
相
場
操
縦
お
よ
び
詐
欺
的
手
段
（
日
：
】
己
巳
口
三
の
目
」

』
①
・
の
ご
【
弓
①
ｇ
の
ぐ
】
・
の
）
を
用
い
る
こ
と
を
禁
止
す
る
。
し
か
し
、
一
○
条
ｎ
項
は
不
法
利
用
に
魅
力
あ
る
抜
け
穴
を
有
し
た
と
こ
ろ
、

連
邦
議
会
は
公
益
ま
た
は
投
資
者
保
護
の
た
め
に
必
然
も
し
く
は
適
当
と
さ
れ
る
規
則
制
定
権
限
を
の
向
Ｏ
に
附
与
し
た
。
の
両
○
は
、

一
九
四
二
年
に
一
○
条
Ⅲ
項
に
基
づ
く
規
則
一
○
回
’
五
を
制
定
し
、
公
布
し
た
。
規
則
一
○
回
’
五
は
一
○
条
Ⅲ
項
の
詐
欺
禁
止
の
規
則

手
段
を
構
成
要
素
と
し
、
重
要
な
事
実
に
つ
い
て
虚
偽
の
（
巨
昌
目
の
）
も
し
く
は
誤
解
を
ま
ね
く
（
目
の
］
の
四
ｓ
ロ
、
）
報
告
書
を
作
成

剛
Ｄ
ｏ
ｐ
ｇ
囚
口
ぐ
】
巨
①
》
の
Ｅ

㈱
国
麗
句
・
の
巨
己
己
・
日

卿
司
ｏ
岸
》
の
展
、
「
Ｑ
言
○
一

肌
、
⑭
句
・
の
巨
己
や
昌
一

同
己
⑩
三
吻
○
の
２
ミ
「
冒
困
●

（
』
帛
少
用
○
四
〕
】
①
、
②
）
・

伽
司
○
房
〉
②
筐
》
、
「
ロ
ゴ
○
冨

例
吟
鵠
司
・
国
ｑ
ご
①

蜘
閂
」
・
呉
邑
①
．

神
崎
克
郎
「
有
価
証
券
届
出
書
の
虚
偽
記
載
に
よ
る
民
事
責
任
」
商
事
法
務
研
究
五
四
三
号
六
六
○
頁
を
参
照
。

。
○
ロ
ユ
ロ
ロ
ぐ
】
巨
①
・
の
Ｅ
Ｃ
「
ロ
ゴ
○
言
口
昌
」
⑭
⑱
．

□
ｏ
ｐ
ｇ
ロ
ロ
ユ
巨
①
》
の
忌
弓
「
Ｑ
一

国
、
四
句
・
の
巨
己
己
・
日
『
○
喫

司
。
」
【
〉
の
展
、
「
Ｑ
言
。
『
⑯
、
』

口
頭
可
‐
の
ロ
ロ
ロ
・
Ｐ
「
、
（
印

、
Ｐ
巴
の
い
’
①
Ｐ

（
四
口
Ｏ
〕
Ｈ
・
】
＠
＄
）
〉
ｏ
の
耳
・
」
の
巳
の
」
．
⑭
①
「
ロ
・
の
。
ご
Ｃ
①
（
］
召
。
）
．

、
心
Ｕ
ロ
（

（
の
．
□
・

鈩
茸
９

、
①
ｌ
①
吟
・

○
四
｝
・
〕
①
い
①
）
・
の
①
の
》
肉
四
℃
ｂ
四
℃
・
円
［
》
シ
０
８
臣
三
口
三
吋
宛
⑮
の
Ｃ
○
百
②
Ｓ
罠
茸
ビ

ニ
⑯
の
ミ
ゴ
ョ
⑯
ミ
ロ
ミ
⑩
四
目
奇
の
夛
・
三
い
Ｏ
ｐ
の
⑯
》
】
・
少
ｏ
ｏ
ｏ
ｐ
ｚ
目
シ
Ｚ
Ｏ
因

ご
「

四
四
口
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し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

し
、
ま
た
は
証
券
の
貢
付
も
し
く
は
売
付
に
関
し
詐
欺
的
慣
行
に
従
事
し
、
詐
欺
的
な
手
段
（
ｑ
①
ぐ
】
８
）
も
し
く
は
技
巧
（
の
＆
①
日
①
）

を
用
い
る
者
を
規
制
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
証
券
取
引
所
法
一
○
条
仙
項
規
定
は
、
私
的
訴
訟
を
行
い
う
る
制
定
法
上
の
権
能
を
予
定
す前
）

ろ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、
’
九
七
一
年
ま
で
規
則
一
○
ｂ
’
五
の
下
で
の
私
訴
権
を
容
認
す
る
も
の
で
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
下
級
裁
判
所
の
間
で
は
、
’
○
条
ｂ
項
お
よ
び
規
則
一
○
ｈ
’
五
の
広
い
文
言
の
下
で
私
訴
権
の
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

そ
の
根
拠
を
ほ
と
ん
ど
疑
う
も
の
で
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
最
高
裁
判
所
も
、
規
則
一
○
ｈ
’
五
の
下
で
の
私
的
訴
訟
を
形
式
的
に
（
四
宮
ｏ

霜
）

ず
Ｈ
曰
四
日
四
口
ロ
の
Ｈ
）
承
認
す
る
に
至
っ
た
。

証
券
取
引
所
法
一
○
条
Ⅲ
項
お
よ
び
規
則
一
○
ｂ
’
五
を
会
計
士
に
適
用
す
る
に
あ
た
っ
て
問
題
と
な
る
の
は
、
会
計
士
の
行
為
が
証
券

の
貢
付
ま
た
は
売
付
に
関
し
（
旨
８
口
ロ
の
ｓ
ｏ
□
且
昏
昏
の
己
日
ｏ
旨
の
①
。
円
の
四
」
の
。
｛
四
口
］
の
①
○
日
三
の
の
）
行
わ
れ
た
か
否

か
に
あ
る
。
こ
の
点
、
連
邦
下
級
裁
判
所
は
、
’
九
六
○
年
会
計
士
が
共
謀
の
う
え
、
原
告
を
合
併
に
導
く
た
め
虚
偽
の
財
務
諸
表
を
作
成

宛
）

・
ず
）

し
た
ケ
ー
ス
で
会
計
士
の
責
任
を
容
認
し
た
。
そ
し
て
、
可
】
の
Ｏ
け
の
円
く
・
【
］
①
旨
判
決
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
詐
害
を
展
開
す
る
中
で

雨
）

規
則
一
○
川
’
五
訴
訟
に
お
け
る
被
告
範
囑
を
検
討
し
、
輔
助
者
範
晴
に
会
計
士
が
属
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
尤
も
、
帯
助
者
理
論

丙
）

を
最
初
に
展
開
し
た
も
の
は
、
の
同
Ｏ
ぐ
・
目
】
曰
の
甘
口
の
（
Ｈ
ｐ
ｐ
》
事
件
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
い
く
ら
か
の
論
争
の
の
ち
、

⑰
裁
判
所
は
、
規
則
一
○
側
’
五
の
下
で
輔
助
違
反
に
対
す
る
私
訴
権
を
容
認
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
輔
助
者
責
任
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
果
た
し
て
単
純
な
過
失
に
基
づ
く
責
任
を
認
容
し
う
る
の
か
、
そ
し
て

そ
の
過
失
要
件
は
⑦
シ
シ
の
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
う
る
の
か
と
い
っ
た
問
題
を
生
じ
ろ
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
四
・
ｓ
庁
臣
①
Ｈ
判
決
が
直
面

＠
回
同
日
呂
陣
同
Ｈ
ｐ
の
計
ぐ
・
甲
昏
呂
諒
」
」
の
Ｈ
ケ
ー
ス
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用
吉
・
庫
の
丘
の
Ｈ
事
件
に
お
い
て
、
原
告
は
、
証
券
会
社
か
ら
特
別
の
売
買
一
任
勘
定
（
の
己
の
○
国
］
の
の
。
Ｈ
・
言
：
８
口
貝
の
）
で
投
資
す

る
よ
う
勧
誘
を
う
け
、
投
資
を
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
会
社
社
長
は
、
そ
の
資
金
（
宮
口
房
）
を
使
い
込
み
、
売
買
一
任
勘
定
は
な
く
、

被
告
会
計
士
の
監
査
し
た
帳
簿
・
記
録
に
も
計
上
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
被
告
は
、
の
同
Ｏ
お
よ
び
株
式
取
引
所
へ
の
提
出
報
告
書
を
作
成

し
、
そ
し
て
そ
の
会
社
の
記
録
を
調
査
し
た
。
会
社
に
は
、
会
社
お
よ
び
社
長
宛
の
郵
便
物
は
す
べ
て
社
長
の
み
が
開
封
で
き
ろ
と
い
う
内

規
、
す
な
わ
ち
目
＆
』
Ｈ
巳
の
が
あ
っ
た
。
原
告
は
、
「
被
告
が
適
切
な
監
査
を
行
っ
て
い
た
な
ら
こ
の
曰
巴
］
日
」
①
の
存
在
を
発
見
し
、

こ
の
曰
＆
］
日
］
の
の
変
則
性
は
①
向
○
へ
の
報
告
書
で
開
示
さ
れ
る
べ
き
で
、
そ
れ
が
慣
行
で
あ
る
こ
と
し
、
「
被
告
は
、
過
失
に
よ
っ

て
義
務
の
履
行
を
怠
っ
た
。
そ
の
行
為
に
お
い
て
、
被
告
は
、
社
長
の
詐
欺
的
行
為
の
籍
助
を
行
っ
た
巴
と
主
張
し
、
訴
を
提
起
し
た
。

事
実
審
裁
判
所
は
、
会
計
士
が
そ
の
専
門
的
基
準
に
従
い
監
査
を
行
っ
た
と
し
、
そ
し
て
会
計
士
の
行
為
に
過
失
の
な
か
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
被
告
の
主
張
を
容
認
し
た
。
控
訴
裁
判
所
は
、
会
計
士
が
制
定
法
上
の
調
査
義
務
（
の
（
呉
昌
。
Ｈ
］
」
三
〕
○
画
目
ｐ
曰
ご
）
を
有
す
る

と
し
て
原
審
を
破
棄
し
、
規
則
一
○
⑪
’
五
の
下
で
の
訴
権
を
補
助
者
理
論
を
も
っ
て
容
認
し
た
。
そ
し
て
、
依
頼
人
の
日
＆
」

２
］
の
は
⑦
シ
シ
の
が
会
計
士
に
要
求
す
る
実
質
的
不
完
全
（
曰
＆
①
Ｈ
国
｝
冒
己
ロ
ロ
ロ
ｏ
］
）
を
調
査
・
開
示
す
べ
き
内
部
会
計
統
制

（
〕
日
①
貝
の
目
巳
四
・
８
口
昌
冒
ｍ
８
亘
・
円
。
」
）
組
織
に
該
当
す
る
も
の
と
さ
れ
？
Ｂ
巴
」
日
｝
の
の
調
査
・
開
示
は
重
要
な
事
実
問
題
と

と
ら
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
会
計
士
が
専
門
的
基
準
以
上
の
も
の
を
要
求
さ
れ
な
い
地
位
に
あ
る
こ
と
の
支
持
と
否
定
の
意
味
を
内
包
す
る
も
の

と
さ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
会
計
士
は
○
し
し
の
に
従
う
の
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
明
確
な
説
明
が
さ
れ
て
い
な
い
。

最
高
裁
判
所
は
、
会
計
士
の
過
失
責
任
を
明
確
に
否
定
し
、
規
則
一
○
⑪
’
五
の
下
で
の
私
的
訴
訟
に
故
意
（
の
。
】
の
貝
臼
）
要
件
の
存

最
高
裁
判
所
は
、
会
計
士
の
過
失
責
は

在
を
求
め
、
控
訴
審
判
決
を
破
棄
し
た
。

最
高
裁
判
所
判
決
の
特
色
は
、
規
則
一
○
川
’
五
の
下
で
の
訴
訟
が
過
失
に
よ
る
不
実
表
示
お
よ
び
不
開
示
を
も
っ
て
は
不
十
分
で
あ
る
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とし、有責性（○口」宮亘」】ご）として、詐欺、相場操縦、鰯たは詐害の意図（】貝の貝Ｓｇ①。①】ぐ①．日自】己ロ］四国ぐ①〉
○
ｍ
」
①
沖
目
□
）
を
求
め
故
意
要
件
を
定
義
づ
け
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
判
決
は
、
一
○
条
伽
項
の
文
言
解
釈
お
よ
び
立
法
資
料
（
｝
①
、
】
の

］
畳
『
①
亘
の
Ｓ
ご
）
、
そ
し
て
規
則
一
○
肋
’
五
の
規
制
資
料
（
Ｈ
①
胸
巨
］
臼
・
こ
け
】
の
（
。
ご
）
を
根
拠
と
し
て
い
ろ
。
特
に
、
目
口
已
ご
ロ

』
畳
ぐ
の
》
」
の
ぐ
】
ｏ
①
．
０
．
口
亘
自
目
。
①
文
一
一
一
一
口
は
、
辞
書
上
の
意
味
と
議
会
の
意
図
と
か
ら
説
明
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
文
一
一
一
一
口
は
、

詐
欺
の
た
め
に
（
Ｓ
』
の
。
①
弓
①
。
Ｈ
ｇ
の
ヰ
ロ
ロ
」
）
計
画
さ
れ
た
意
図
的
行
為
（
旨
（
の
貝
】
。
：
』
・
円
三
臣
昏
」
８
口
』
口
。
（
）
を
暗

に
包
含
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
文
一
一
一
一
口
は
過
失
か
ら
全
く
相
違
す
る
行
為
形
態
を
排
斥
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ

の
よ
う
に
一
○
条
Ⅲ
項
が
意
図
的
違
反
行
為
（
】
貝
①
貝
】
・
ロ
ロ
」
曰
】
ｍ
８
ｐ
ｇ
巨
只
）
を
禁
止
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
規
則
一
○
ｂ
’
五
は
全
体

と
し
て
単
純
な
行
為
（
旨
ご
・
・
の
貝
８
口
旦
巨
＆
）
を
も
暗
に
包
含
し
て
い
る
が
、
’
９
末
⑪
項
に
照
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の（価）

結
果
、
最
高
裁
判
所
は
、
｜
、
案
ｎ
項
お
よ
び
規
則
一
○
ｂ
’
五
の
下
で
故
意
の
主
張
を
欠
い
た
私
的
損
害
賠
償
請
求
訴
権
を
認
容
し
え
な
い
上
Ｆ
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
」
の
ｏ
の
ロ
】
ぐ
の
文
一
一
一
一
口
は
、
は
た
し
て
行
為
者
の
意
識
（
の
宙
（
の
。
【
日
冒
」
）
や
意
図
を
表
わ
す
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
あ

る
行
為
の
第
三
者
に
対
し
て
有
す
る
潜
在
的
な
影
響
力
を
現
わ
す
と
理
解
さ
れ
た
と
き
、
意
図
的
行
為
は
、
過
失
に
よ
る
行
為
と
同
様
な
影

響
力
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
議
会
の
意
図
も
、
証
券
取
引
所
法
制
定
の
段
に
お
い
て
有
實
性
基
準
を
意
識
し
て
い
た
か
否
か
必
ず

し
も
明
確
で
な
い
。
さ
ら
に
、
故
意
（
の
。
］
の
昌
の
Ｈ
）
は
、
｜
般
に
不
注
意
（
円
の
。
江
の
⑭
の
）
か
ら
悪
意
（
目
巳
】
Ｏ
①
）
の
意
識
段
階
に
あ

る
と
い
わ
れ
ろ
。
し
か
し
、
判
決
は
、
会
計
士
の
過
失
責
任
を
明
確
に
否
定
す
る
も
、
故
意
の
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
を
す
る
も
の
で
な
い
。

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
意
識
段
階
に
お
け
る
過
失
（
ロ
①
頤
一
侭
①
ロ
・
の
）
と
不
注
意
（
円
の
Ｏ
区
の
叩
の
）
と
の
間
に
は
、
重
大
な
過
失
（
ぬ
円
・
の
⑰

（辿

口
の
、
］
侭
の
ロ
。
①
）
が
あ
る
と
い
わ
れ
ろ
。
判
決
は
、
不
注
意
な
行
為
お
よ
び
重
大
な
過
失
行
為
に
対
し
て
も
会
計
士
の
責
任
が
課
さ
れ
る
の

か
と
い
っ
た
重
要
な
問
題
を
未
解
決
の
ま
ま
残
し
て
い
ろ
。
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そ
の
他
、
最
高
裁
判
所
判
決
は
、
Ⅲ
故
意
は
、
差
止
訴
訟
に
お
い
て
も
必
要
と
さ
れ
る
の
か
。
②
規
則
一
○
Ⅲ
’
五
雌
反
に
籍
助

者
責
任
を
加
味
す
る
も
の
か
否
か
、
③
証
券
取
引
所
法
一
七
条
規
定
と
の
分
離
訴
訟
を
な
し
う
る
の
か
、
等
の
問
題
を
残
し
た
。
そ
し
て
、

会
計
士
が
⑦
少
少
の
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
の
判
断
も
な
さ
れ
て
い
な
い
点
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
本
判
決
で
は
、
ブ
ラ

仰
故
意
（
の
曰
①
貝
の
Ｈ
）
と
不
注
意
（
円
の
○
厘
①
の
の
ロ
の
ｍ
の
）

連
邦
裁
判
所
は
、
規
則
一
○
ｈ
’
五
を
適
用
す
る
場
合
、
多
く
の
部
分
で
裁
判
官
の
法
を
展
開
し
て
お
り
、
制
定
法
の
解
釈
を
し
て
い
ろ

、

も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
故
、
規
則
一
○
ｈ
’
五
に
関
す
る
法
の
精
神
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
１
の
精
神
に
あ
る
と
さ
え
い
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
、

⑪

連
邦
下
級
裁
判
所
は
、
規
則
一
○
ｈ
’
五
の
下
で
被
告
に
責
任
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
⑪
故
意
を
必
要
と
す
る
も
の
、
②
過
失
を

、
①

も
っ
て
足
り
る
と
す
る
も
の
、
そ
し
て
、
③
従
来
の
故
意
要
件
を
放
棄
し
、
個
々
の
事
実
状
況
か
ら
柔
軟
に
有
責
性
を
判
断
す
べ
き
も
の

ｍ
と
に
分
か
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
国
・
・
ず
苛
丘
の
Ｈ
判
決
後
、
規
則
一
○
ｈ
’
五
訴
訟
は
故
意
要
件
を
求
め
る
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
の
裁
判
所
が
特
に
不
注
意
（
Ｈ
の
○
匹
の
の
切
目
の
ｍ
の
）
は
何
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
不
注
意
に

基
づ
く
責
任
を
認
め
ら
れ
る
の
か
、
そ
れ
ら
を
必
ず
し
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
も
の
で
も
な
い
。
た
だ
、
い
く
つ
か
の
裁
判
所
は
、
不
注
意

｛Ｕ

（
円
の
烏
」
の
ｍ
の
口
の
⑫
の
）
の
定
義
づ
け
を
試
み
て
い
ろ
。

⑫

ｍ
Ｅ
ｐ
ｇ
の
口
：
ｑ
Ｏ
ｏ
Ｈ
ｂ
・
ぐ
・
ｍ
ｐ
ｐ
Ｏ
げ
①
己
８
｝
Ｏ
ｏ
Ｈ
ｂ
・
事
件
に
お
い
て
、
原
告
（
の
ロ
ロ
ュ
の
冑
目
ｑ
Ｏ
ｏ
Ｈ
ｂ
・
）
は
、
の
目
（
ザ
の
己
８
｝

社
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
の
冨
冒
ａ
【
・
」
］
の
日
目
［
ロ
」
．
（
の
【
閂
）
と
の
合
併
交
渉
に
お
い
て
の
尻
目
の
株
式
を
取
得
し
た
。
原
告
は

ｍ
【
閂
と
の
合
併
を
実
現
で
き
な
か
っ
た
が
、
原
告
の
の
【
閂
株
式
取
得
時
に
お
い
て
、
の
尻
閂
の
財
務
状
態
等
報
告
書
に
は
重
要
な
事
実
に
関
す
る

不
実
表
示
お
よ
び
省
略
が
あ
っ
た
。
本
件
は
、
右
の
【
閂
の
株
式
譲
渡
に
ブ
ロ
ー
カ
ー
（
被
告
・
控
訴
人
）
の
関
与
が
あ
り
、
不
注
意
に
関
す

会
計
士
が
⑦
少
少
の
に
従
っ
た
も
の
秀（ｕ

ツ
ク
マ
ン
判
事
の
反
対
意
見
も
あ
る
。
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元
受
入
は
、
訴
外
会
社
の
社
債
募
集
に
お
い
て
同
社
の
元
受
人
と
な
っ
た
。
訴
外
会
社
は
、
同
社
の
主
要
二
製
品
に
関
す
る
機
密
摘
要
書

を
社
債
募
集
に
使
用
し
た
。
こ
の
機
密
摘
要
書
に
は
、
重
要
事
項
お
よ
び
重
要
な
事
実
に
つ
い
て
の
虚
偽
表
示
お
よ
び
省
略
が
あ
っ
た
。
元

受
入
は
、
機
密
摘
要
書
の
検
閲
に
関
す
る
権
利
を
有
し
て
い
た
が
、
草
案
に
つ
い
て
了
解
し
た
の
み
で
、
機
密
摘
要
書
の
取
得
も
行
う
も
の

で
な
か
っ
た
。

四
・
頭
目
目
事
件
は
、
転
換
社
債
権
者
に
よ
る
訴
外
会
社
（
句
。
（
・
‐
二
ｇ
》
百
・
・
）
の
役
員
、
取
締
役
、
そ
し
て
元
受
人
（
ロ
ロ
」
の
Ｈ
‐

言
昌
①
Ｈ
）
に
対
す
る
証
券
詐
欺
訴
訟
事
件
で
あ
る
。
原
審
は
、
役
員
の
責
任
を
認
め
た
が
、
取
締
役
、
元
受
入
の
責
任
を
否
定
し
た
。
控

訴
審
は
、
原
審
判
決
を
支
持
し
、
控
訴
を
却
下
し
た
。
不
注
意
に
関
す
る
判
断
は
、
元
受
入
の
行
為
に
つ
い
て
行
わ
れ
て
い
ろ
。

本
件
の
争
点
は
、
元
受
入
が
不
注
意
を
も
っ
て
機
密
摘
要
書
に
賛
成
を
し
、
行
為
を
行
っ
た
か
否
か
に
あ
っ
た
。
事
案
の
概
略
は
、
以
下

①
ロ
①
の
の
）
」
と
定
義
づ
け
て
い
ろ
。

ろ
判
断
は
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
行
為
に
つ
い
て
行
わ
れ
て
い
ろ
。

第
七
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
、
「
ブ
ロ
ー
カ
ー
は
、
公
正
な
開
示
義
務
を
有
す
る
」
も
の
と
し
、
「
証
券
の
売
買
に
関
し
正
当
と
信
頼
さ

⑫
れ
た
重
要
な
事
実
の
省
略
は
取
引
所
法
一
○
条
⑪
お
よ
び
規
則
一
○
伽
’
五
の
下
で
責
任
を
負
う
」
旨
を
判
示
し
た
。
そ
し
て
、
裁
判
所
は
、

不
注
意
な
行
為
を
。
単
純
な
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
通
常
の
過
失
基
準
か
ら
極
端
な
逸
脱
を
内
容
と
す
る
よ
う
な
お
よ
び
投
資
者
に
誤
解
を⑯

ま
ね
く
危
険
を
知
り
も
し
く
は
知
り
う
べ
き
で
あ
っ
た
よ
う
な
高
度
の
不
合
理
な
省
略
ま
た
は
許
容
で
き
な
い
過
失
」
と
し
て
定
義
づ
け
て
い
る
。

⑫
と
こ
ろ
が
、
国
・
廟
曰
四
曰
く
・
両
の
冒
す
。
。
【
陣
○
・
・
百
・
・
判
決
は
、
不
注
意
を
「
無
関
心
に
等
し
い
注
意
の
欠
除
（
・
胃
の
］
の
の
叩
‐

の
と
お
り
で
あ
る
。

裁
判
所
は
、
「
元
受
入
の
癬
怠
は
、
他
の
専
門
家
に
よ
る
技
術
的
調
査
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
原
告
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等
と
同
様
、
元
受
人
自
身
、
当
時
社
債
申
込
者
に
あ
り
、
訴
外
会
社
の
将
来
に
バ
ラ
色
の
夢
を
だ
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
無
視
で
き
な

⑯

い
」
も
の
と
し
、
そ
し
て
、
「
元
受
入
の
行
為
は
、
不
注
意
に
な
か
っ
た
」
と
判
示
し
た
。

こ
う
し
て
、
四
○
ｓ
庁
巨
の
Ｈ
判
決
後
の
状
況
は
、
い
く
ら
か
の
混
乱
は
あ
る
も
の
の
、
過
失
が
詐
害
推
論
を
生
じ
た
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
詐

欺
を
考
慮
し
不
注
意
（
円
の
○
匹
①
叩
の
ロ
①
叩
の
）
に
基
づ
く
制
限
の
傾
向
に
あ
る
。
お
そ
ら
く
重
大
な
過
失
（
四
・
ｍ
の
口
の
、
」
一
ｍ
の
ｐ
ｏ
の
）

お
よ
び
不
注
意
（
Ｈ
①
・
区
の
ｍ
ｍ
ｐ
の
⑫
の
）
は
、
詐
害
の
推
論
を
生
じ
し
め
る
に
都
合
の
よ
い
も
の
で
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
い
ま
ひ
と
つ
留
意

す
べ
き
は
、
故
意
要
件
が
証
拠
と
認
識
（
の
ぐ
こ
の
ロ
・
の
目
Ｑ
百
・
コ
」
８
ｍ
の
）
間
の
因
果
関
係
な
し
に
は
成
立
す
る
も
の
で
な
い
と
い
う

⑪

］
四
８
ケ
の
。
曰
く
・
勺
の
臼
》
雪
日
菖
○
Ｆ
言
旨
ゲ
①
］
］
陣
○
○
・
判
決
は
、
被
告
の
詐
害
は
詳
細
を
も
っ
て
主
張
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

＠
す
る
連
邦
規
則
を
適
用
す
る
。
裁
判
所
は
、
「
原
告
は
、
被
告
会
計
士
が
詐
害
の
た
め
故
意
を
も
っ
て
行
為
し
た
こ
と
を
推
論
す
る
に
、
ど

の
よ
う
な
誇
張
（
・
ぐ
の
円
の
菌
〔
①
曰
の
貝
）
が
あ
っ
た
か
何
も
主
張
す
る
も
の
で
な
か
っ
た
』
と
し
、
原
告
が
連
邦
規
則
の
要
件
立
証
を
怠
っ

運
た
と
こ
ろ
か
ら
、
原
告
の
主
張
を
却
下
し
た
。

本
件
判
決
は
、
不
注
意
基
準
に
つ
い
て
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
な
か
っ
た
が
、
実
際
問
題
と
し
て
、
原
告
は
詳
細
を
も
っ
て
詐
欺

状
況
を
主
張
す
べ
き
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
点
、
裁
判
所
は
、
「
原
告
は
、
会
計
士
が
財
務
に
つ
い
て
虚
偽
お
よ
び
誤
解
を
ま
ね
く
も
の
で

②

あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
認
識
ま
た
は
不
注
意
に
真
実
を
無
視
し
た
こ
と
い
ず
れ
か
事
実
の
立
証
を
必
要
と
す
る
」
も
の
と
し
た
。

故
意
要
件
に
関
す
る
論
議
は
、
こ
の
よ
う
に
今
曰
連
邦
の
裁
判
所
に
舞
台
を
移
し
た
。
証
券
取
引
所
法
一
○
条
Ⅲ
項
お
よ
び
規
則
一
○
ｎ

’
五
の
下
で
の
故
意
基
準
を
採
用
し
、
投
資
者
救
済
の
領
域
を
制
限
す
る
が
、
こ
の
傾
向
は
会
計
士
に
と
っ
て
都
合
の
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
下
級
審
判
決
を
眺
め
て
み
た
と
き
、
早
急
な
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
は
危
険
な
よ
う
に
も
思
え
る
。
確
か
に
、
囮
。
＆
諒
匡
の
Ｈ
判
決
後
の

⑯
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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連
邦
裁
判
所
の
多
く
は
、
故
意
基
準
を
採
用
す
る
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
他
方
に
お
い
て
、
会
計
事
務
所
が
、
。
＆
毎
】
岳
を
も
っ
て

②

の
少
少
の
に
従
っ
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
会
計
専
門
家
と
し
て
の
義
務
を
履
行
し
た
と
し
て
差
止
訴
訟
を
却
下
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
．
、
。
。
」

ず
】
岳
は
、
依
然
過
失
要
件
の
下
で
の
責
任
を
容
認
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

曲㈱
国
霊
甸
・
の
ロ
己
己
・
］
⑭
○
（
の
．
□
・
Ｚ
・
田
・
皀
雪
）
・

㈱
テ
ィ
ラ
ー
判
事
の
設
定
し
た
範
檮
は
、
⑩
内
部
者
、
②
ブ
ロ
ー
カ
ー
・
デ
ィ
ラ
ー
、
③
会
社
、
そ
し
て
側
右
記
一
一
一
者
中

の
一
を
瀞
助
す
る
者
、
で
あ
る
。
会
計
士
は
、
前
一
一
一
者
に
該
当
す
る
者
で
な
い
と
さ
れ
ろ
。
丘
．
四
二
℃
○
・
ｍ
の
①
》
三
・
（
①
．
吻
忌
茸
口

側
］
口
８
ヶ
の
．
目
許
用
・
『
①
具
の
Ｒ
ミ
ミ
⑮
の
固
司
＆
昌
四
⑯
少
貝
用
昌
、
］
○
ヶ
－
，
冒
二
、
鳶
、
●
昌
昌
ミ
ミ
○
・
Ｓ
・
司
昌
⑩

富
§
ロ
瘤
言
⑩
三
・
ｍ
①
○
○
宛
Ｚ
向
Ｐ
Ｐ
Ｆ
・
閃
向
く
．
ｍ
『
》
い
①
（
』
し
弓
）
・
’
九
七
一
年
前
に
、
最
高
裁
判
所
が
規
則
一
○
ｈ
’

五
の
下
で
黙
示
の
責
任
を
認
め
た
の
は
、
］
・
閂
．
Ｏ
囚
の
①
○
○
・
ぐ
・
口
・
日
穴
出
『
□
・
の
・
色
①
（
】
①
窪
）
に
お
い
て
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
事
件
は
、
議
決
権
代
理
行
使
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
の
①
の
．
Ｈ
訂
の
忌
茸
①
ョ
⑮
Ｏ
・
筐
二
・
＄
＄
目
①
コ
ョ

ヨ
出
し
囮
三
・
Ｆ
・
閃
向
く
。
】
金
・
昭
⑦
’
四
ｓ
（
］
⑤
①
Ｐ
）
・
証
券
取
引
に
お
け
る
詐
欺
的
行
為
者
に
対
し
て
初
め
て
認
め
ら
れ
た
の
は

⑫
自
己
①
旦
貝
の
ロ
』
の
ロ
【
・
【
閂
ロ
●
の
．
ぐ
・
国
・
ロ
【
の
円
の
口
詐
伸
０
口
の
。
。
。
．
』
三
口
・
の
．
。
（
巴
。
）
・
に
お
い
て
で
あ
る
。

の
①
の
》
弓
討
①
の
［
も
「
⑩
ョ
⑯
Ｏ
ｏ
巨
其
〉
こ
『
】
Ｈ
⑯
司
冒
》
、
①
出
し
幻
ご
・
Ｆ
・
閃
向
く
。
、
い
届
①
Ｃ
ｌ
⑦
、
（
』
召
凹
）
・

㈱
］
四
８
ケ
の
・
２
ｓ
「
ロ
ョ
Ｃ
訂
置
・
臼
、
Ｐ
口
・
屈
・
Ｃ
ｏ
ｐ
ｇ
口
曰
く
］
｝
］
①
》
圏
←
、
「
ｐ
菖
○
尽
切
巴
］
詮
・

柵
四
・
円
・
の
円
の
①
ｐ
Ｏ
ｏ
・
ぐ
．
Ｏ
亘
」
Ｈ
①
の
〉
』
⑭
、
可
・
ｍ
ｐ
ｂ
で
．
①
Ｐ
①
①
（
の
．
□
・
Ｚ
・
田
。
ご
ｓ
）
・
の
①
の
）
Ｚ
。
（
の
〉
国
も
「
□

冒
○
『
①
心
①
四
庁
桿
ム
ト
①
．
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㈱
四
ｍ
句
・
の
巨
己
己
・
詮
（
Ｚ
・
ロ
・
６
口
｝
』
①
い
①
）
〉
⑭
＠
句
・
の
ロ
ｂ
ｂ
・
］
心
中
（
ｚ
・
ロ
。
ｎ
口
｝
．
こ
さ
）
》
Ｈ
の
ぐ
〉
ｇ
〕
お
同
国
』
「
念
（
ゴ
ケ

乞
這
）
・
本
件
は
、
差
止
訴
訟
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

川
勺
の
三
斤
ぐ
・
少
日
の
円
－
８
口
の
芹
Ｃ
Ｏ
【
ロ
メ
０
ケ
ロ
ロ
、
①
〉
巴
「
句
・
の
巨
己
己
・
巴
（
の
。
□
・
Ｚ
・
■
』
＠
＄
）
・

グ
ー

川
邑
、
ｐ
．
ｍ
．
届
、
（
』
①
「
の
）
本
判
決
に
つ
い
て
は
、
島
袋
鉄
男
ア
メ
リ
カ
法
〔
一
九
七
七
’
一
一
〕
一
一
一
一
一
頁
が
詳
細
な
紹
介
を

Ⅲ
色
、
ｐ
．
ｍ
．
臼
］
名
・

〃
し

川
月
旦
・
囚
（
こ
い
．

Ⅲ
被
告
の
意
識
段
階
に
は
、
⑪
善
意
（
】
目
・
・
の
ｐ
Ｏ
の
）
、
②
過
失
（
□
の
、
一
】
ぬ
の
ｐ
Ｏ
の
）
、
③
不
注
意
（
Ｈ
①
０
重
の
い
の
）
、

〃
し側
現
実
の
認
識
（
四
Ｏ
三
口
］
【
ロ
・
弓
］
①
ｑ
、
①
）
、
⑤
悪
意
（
日
四
」
】
ｏ
の
）
、
が
あ
る
。
一
般
に
、
③
側
⑤
の
段
階
が
故
意
と
呼

ば
れ
る
。
し
か
し
、
②
と
③
の
間
に
は
、
重
大
な
過
失
（
ぬ
Ｈ
・
印
の
ロ
の
、
］
荷
①
口
Ｏ
①
）
が
あ
る
。
ま
た
従
来
、
側
⑤
の
行
為
に
つ
い

て
は
、
責
任
あ
り
と
さ
れ
る
が
、
０
０
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
詐
害
擬
制
で
責
任
を
課
し
う
る
か
争
い
が
あ
る
。
山
田
廣
己
「
米

国
規
則
一
○
ｈ
’
五
に
も
と
ず
く
私
的
訴
訟
に
つ
い
て
ｌ
判
例
法
の
展
開
を
中
心
と
し
て
ｌ
Ｈ
」
民
商
法
雑
誌
八
○
巻
一
号

一
一
一
六
頁
。
松
本
・
「
英
米
法
に
お
け
る
情
報
提
供
者
の
責
任
」
口
法
学
論
叢
一
○
一
巻
一
一
号
六
八
頁
参
照
。

㈹
Ｃ
ｏ
ｐ
ｇ
ｐ
ぐ
］
」
｝
①
）
農
宮
口
苫
・
言
、
．
皀
屋
「
．
な
お
、
差
止
訴
訟
に
関
し
て
検
討
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
の
①
の
》

国
の
門
口
①
Ｈ
四
口
」
句
同
四
国
【
］
】
Ｐ
の
ａ
⑯
弓
干
冨
「
ロ
ゴ
》
ａ
の
⑯
○
屋
「
曰
武
の
の
ロ
ゴ
一
旦
向
日
ｏ
討
Ｑ
目
四
①
０
。
「
ミ
ヨ
（
②
（
○
己
肉
屋
》
』
①
］
○
ず
１
，

門
ミ
ミ
ミ
・
ヨ
レ
ミ
・
冨
三
シ
宛
、
Ｐ
弓
、
巳
吻
ミ
ョ
』
碕
冒
旦
困
。
。
ミ
、
』
烏
、
》
臼
三
・
Ｋ
．
ご
・
Ｆ
・
用
三
・
「
宅

し
て
い
る
。

弓
。
』
⑩
』
①
》
ロ
｛
・
』
心
Ｐ
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川
、
路
向
山
。

Ⅲ
国
・
臼
』
三

川
国
・
臼
ご
』
｛

の
巨
己
己
・
『
得
①
（

川
田
一
句
・
口
ｇ

川
目
Ｑ
・
皀
凹
①
．

伽
判
事
は
、
原
告
に
救
済
手
段
を
与
え
る
た
め
「
複
雑
な
社
会
に
お
い
て
、
会
計
士
の
証
明
は
、
の
み
お
よ
び
か
な
て
こ
（
Ｏ
注
の
①
』

目
二
日
・
き
ず
閂
）
以
上
に
有
力
な
金
銭
的
損
失
を
与
え
ろ
。
」
と
す
る
。

Ⅲ
句
】
酉
】
の
）
の
Ｅ
Ｃ
「
Ｑ
冨
○
冨
』
〉
皀
巨
四
・

く川
Ｆ
ｐ
ｐ
８
ぐ
・
Ｃ
Ｈ
①
〆
の
｝
陣
Ｃ
Ｏ
・
）
』
「
①
司
・
、
」
』
、
「
「
（
画
ｇ
ｏ
】
Ｈ
・
』
①
『
四
）
．

ｌ川
三
［
の
国
の
｝
ぐ
・
句
】
①
』
〉
四
ｍ
①
句
・
国
」
己
、
（
、
吾
○
一
円
・
こ
①
『
）
・

く川
夛
『
豆
〔
①
ぐ
・
シ
ヶ
日
日
の
》
色
中
司
・
国
Ｑ
『
］
、
（
①
ｇ
ｏ
］
円
．
ご
「
』
）
・

く７ｍ
山
田
・
民
商
法
雑
誌
八
○
巻
一
号
一
一
一
四
’
一
一
一
九
頁
参
照
。
の
①
①
）
可
】
色
】
の
》
、
忌
茸
ロ
ョ
・
冨
桿
》
ロ
〔
］
］
山
１
ｍ
ｍ
・

くⅢ
例
え
ば
、
の
ロ
ロ
」
の
口
目
ｇ
Ｏ
ｏ
Ｓ
・
ぐ
・
ｍ
ｐ
ｐ
Ｃ
可
の
日
］
８
」
Ｏ
ｏ
Ｈ
ｂ
・
田
山
句
・
星
］
Ｃ
缶
（
『
Ｂ
Ｃ
Ｈ
・
］
＠
コ
）
・

国
・
索
日
囚
曰
く
・
口
の
冒
す
Ｈ
Ｏ
Ｃ
【
陣
Ｏ
○
・
・
百
０
．
ｍ
二
句
・
囚
Ｑ
ｍ
ｓ
（
』
の
〔
Ｑ
［
・
』
弓
、
）
》
Ｚ
の
｝
の
。
曰
く
・
の
①
Ｈ
ョ
。
」
ユ
》

田
①
句
・
国
」
屋
邑
（
①
Ｂ
Ｃ
Ｈ
・
］
召
、
）
・
等
が
あ
る
。

（
ｚ
ｏ
ぐ
・
乞
蜀
）
．

四
斤
得
◎
』
Ｐ
Ｑ
は
ロ
、
甸
円
四
目
丙
の
ぐ
．

。
＠
（
三
・
Ｃ
・
○
尻
旧
．
ご
「
①
）
．

』
○
一
℃
．、
○
℃
．

』
。
い
い
．

三
丘
弓
の
の
〔
の
曰
○
区
ロ
ケ
四
目
ロ
ロ
の
ぐ
の
」
・
で
曰
の
ニ
レ
昌
嵌
・
ロ
ロ
》
一
ｍ
ｍ
田
’
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020（1230（122）（12,（120,（11,018）、
の
向
○
『
・
少
Ｈ
ｇ
日
田
○
口
ロ
胴
体
Ｏ
○
・
ｍ
＠
つ
田
．
且
『
函
ロ
（
①
Ｓ
Ｄ
Ｈ
・
巴
「
①
）
．

な
お
、
会
計
士
が
⑦
シ
シ
勺
お
よ
び
の
シ
シ
の
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
判
断
す
る
も
の
と
し
て
、
国
の
目
庁
丘

ぐ
．
旨
く
①
貝
ロ
。
」
．
【
円
の
庁
の
［
①
亘
出
。
Ｈ
急
四
弓
陣
国
。
Ｈ
ゴ
ロ
言
、
ｓ
田
・
星
図
『
（
画
己
Ｏ
］
Ｈ
・
］
召
の
）
》
富
・
」
の
ロ
曰

く
・
少
」
の
圃
口
」
の
Ｈ
色
○
句
・
ｍ
ｐ
Ｃ
ｂ
・
】
○
コ
（
巴
蜀
）
等
が
あ
る
。

国
①
目
庁
匡
事
件
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
誤
解
を
ま
ね
く
報
告
書
で
の
省
略
さ
れ
た
事
実
に
関
し
て
会
計
士
が
現
実
の
認
識
に

あ
っ
た
と
し
、
故
意
要
件
の
下
で
会
計
士
の
責
任
を
判
示
し
た
。
そ
し
て
、
会
計
士
が
過
失
に
よ
る
義
務
の
不
履
行
ま
た
は
失
当
行

為
（
□
の
、
］
】
ぬ
の
ロ
・
の
ロ
・
口
諒
凹
、
ｇ
ｏ
の
。
Ｈ
目
号
四
ｍ
目
・
の
）
に
対
す
る
損
害
賠
償
の
責
任
を
負
わ
な
い
旨
も
説
示
し
た
。
本

件
会
計
士
は
、
の
シ
シ
の
に
従
っ
て
お
ら
ず
、
会
計
士
に
よ
る
の
シ
レ
の
違
反
の
例
証
と
さ
れ
ろ
。
、
乞
司
・
邑
昌
誤
’
四
『
・

冨
巳
①
目
判
決
は
、
被
告
会
計
士
が
○
少
少
の
に
違
反
し
た
例
証
で
あ
る
。
会
計
士
は
会
社
情
報
の
開
示
癬
怠
に
お
い
て
重
要

な
事
実
に
つ
い
て
の
認
識
に
あ
っ
た
が
、
特
に
、
裁
判
所
は
、
会
計
士
検
証
の
範
囲
が
依
頼
人
に
よ
る
制
限
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
開

示
癬
怠
に
あ
っ
た
旨
を
説
示
す
る
。
事
実
、
裁
判
所
は
、
「
会
計
士
が
誤
解
を
ま
ね
く
監
査
に
逃
げ
た
と
き
お
よ
び
依
頼
人
の
圧
力

吟
Ｐ
、
可
・
の
□
ご
己
・
異
、
四
四
１
国
吟

Ｄ
ｏ
ｐ
旦
四
ロ
ゴ
』
］
の
。
の
巨
己
『
四
口
。
（
の
Ｐ
呉
桿
、
①
．

』
宗
田
・
の
口
で
ｂ
・
臼
⑭
（
の
．
□
・
Ｚ
・
田
・
巴
『
『
）
・

田
の
」
・
用
・
○
弓
・
弓
・
＠
（
の
）
．

閂
」
・
四
斤
、
■
『
。

閂
」
・
口
（
、
、
心
。
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詐
欺
禁
止
規
定
で
あ
る
証
券
取
引
所
法
一
○
条
伽
お
よ
び
規
則
一
○
向
’
五
は
、
証
券
取
引
に
関
連
し
て
損
害
を
蒙
っ
た
投
資
者
に
広
く

利
用
さ
れ
、
最
も
弾
力
性
あ
る
救
済
手
段
と
し
て
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
み
せ
た
。
規
則
一
○
Ⅲ
’
五
の
下
で
の
裁
判
上
の
拡
大
は
、
そ
の
文

言
の
広
さ
か
ら
お
よ
び
多
く
の
証
券
市
場
に
お
け
る
信
頼
の
保
持
が
内
部
省
権
能
活
動
か
ら
投
資
者
に
対
す
る
救
済
手
段
を
必
要
と
す
る
限

り
、
全
国
的
な
法
（
口
昌
・
ロ
巳
］
四
弓
）
は
適
正
な
救
済
手
段
を
提
供
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
正
当
化
さ
れ
て
き
た
。
会
計

士
の
責
任
に
関
し
て
も
、
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
発
展
は
、
こ
れ
ら
連
邦
証
券
諸
法
の
下
で
の
発
展
に
比
す
れ
ば
さ
ほ
ど
驚
く
も
の
で
も
な
か
っ

症）

た
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
近
年
の
訴
訟
過
多
お
よ
び
濫
訴
常
害
の
除
去
の
た
め
一
○
条
ｎ
項
お
よ
び
規
則
一
○
⑪

’
五
の
下
で
の
訴
訟
の
無
制
限
な
発
展
に
一
定
の
歯
止
め
を
か
け
る
傾
向
に
あ
る
。
甲
昏
＆
諒
匡
①
Ｈ
最
高
裁
判
所
判
決
も
そ
の
傾
向
の
一
例

と
も
い
え
る
。
四
・
・
ケ
庁
丘
の
Ｈ
判
決
は
、
従
来
規
則
一
○
ｈ
’
五
訴
訟
要
件
の
な
か
で
も
最
も
混
乱
を
み
せ
紛
糾
し
て
い
た
有
責
性
の
立

証
に
関
し
、
過
失
責
任
を
明
ら
か
に
否
定
し
た
。
そ
の
後
の
下
級
裁
判
所
は
、
国
Ｃ
ｓ
庁
匡
の
Ｈ
判
決
の
趣
旨
を
組
み
、
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
詐

欺
訴
訟
を
考
慮
し
、
不
注
意
（
円
の
ｏ
江
①
の
の
口
の
の
の
）
に
基
づ
く
制
限
の
傾
向
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

由
・
呂
汀
丘
の
Ｈ
判
決
の
他
の
重
要
な
も
の
は
、
証
券
諸
法
に
お
け
る
他
の
規
定
と
の
調
整
に
あ
る
。
仮
に
規
則
一
○
⑪
’
五
の
下
で
の
訴

訟
に
過
失
基
準
を
容
認
す
る
と
、
他
の
規
定
よ
り
も
投
資
者
に
有
利
と
な
る
。
証
券
法
二
条
、
’
二
条
規
定
は
、
過
失
基
準
に
あ
る
。
し

か
し
、
手
続
面
で
、
出
訴
期
限
、
訴
訟
費
用
の
担
保
等
で
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
規
則
一
○
ｈ
’
五
よ
り
不
利
と
な
る
。
ま
た
、
故
意
基
準

を
求
め
る
証
券
取
引
所
法
九
条
お
よ
び
不
知
（
ロ
。
百
・
三
の
１
ｍ
の
）
な
ら
び
に
四
・
ｑ
國
島
抗
弁
を
求
め
る
一
八
条
は
、
出
訴
期
限
、

四
、
む
す
び
に
か
え
て

に
屈
し
た
と
き
、
会
計
士
は
そ
れ
だ
け
で
詐
欺
（
」
の
Ｏ
の
で
は
ぐ
の
）
を
生
ず
る
」
旨
判
示
し
た
。
お
Ｃ
田
・
屋
皀
］
Ｃ
笛
１
ｍ
ｍ
．
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と
も
あ
れ
、
わ
が
国
の
商
法
お
よ
び
証
券
取
引
法
は
開
示
の
正
確
性
を
担
保
す
る
た
め
に
民
事
・
刑
事
の
責
任
規
定
を
お
く
。
一
般
に
、

破
産
の
と
き
を
除
き
、
会
計
専
門
家
の
開
示
義
務
違
反
す
べ
て
の
事
件
に
つ
い
て
検
察
当
局
が
探
知
・
訴
追
す
る
こ
と
は
実
際
上
不
可
能
に

近
い
と
は
い
う
も
の
の
、
右
規
定
の
存
在
は
、
損
害
を
蒙
つ
た
者
の
訴
追
に
根
拠
を
お
く
民
事
責
任
規
定
と
な
ら
ん
で
威
嚇
的
な
い
し
予
防

訴
訟
費
用
の
担
保
の
面
で
規
則
一
○
ｈ
’
五
が
有
利
と
な
る
。
規
則
一
○
ｈ
’
五
訴
訟
に
故
意
基
準
を
求
め
た
と
し
て
も
、
お
そ
ら
く
そ
れ

だ
け
で
規
定
間
の
不
均
衡
が
回
避
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
わ
が
国
に
お
い
て
、
会
計
専
門
家
の
対
第
三
者
責
任
規
定
は
過
失
責
任
に
あ
り
、
挙
証
責
任
の
転
換
が
図
か
ら
れ
て
い
る
。

会
計
監
査
人
は
、
職
務
を
行
う
に
つ
き
注
意
を
怠
ら
な
か
っ
た
こ
と
（
無
過
失
）
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
商
特
法
一
○
条
）
。
ま
た
、

証
券
取
引
法
上
、
財
務
書
類
の
監
査
証
明
を
し
た
公
認
会
計
士
ま
た
は
監
査
法
人
は
、
「
虚
偽
の
記
載
ま
た
は
記
載
の
省
略
を
知
ら
ず
、
か

つ
相
当
な
注
意
を
用
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
こ
と
を
も
っ
て
抗
弁
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
証
券
法
一
二
条
、

一
一
二
条
、
一
一
四
条
の
四
）
。
加
え
て
、
証
券
取
引
法
二
一
条
規
定
は
、
第
一
一
一
者
に
お
い
て
「
虚
偽
の
記
載
ま
た
は
省
略
の
あ
っ
た
こ
と
を
知

っ
て
い
た
こ
と
」
の
立
証
を
会
計
専
門
家
に
求
め
る
（
同
条
一
項
後
段
）
。
そ
れ
故
、
証
券
取
引
法
二
一
条
以
外
の
規
定
の
下
で
、
信
頼
の

趣
立
証
は
原
告
が
負
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
立
証
責
任
の
分
配
に
疑
義
を
生
じ
し
め
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
さ
ら
に
、
わ
が
国
で

は
、
証
券
取
引
法
五
八
条
規
定
を
如
何
に
理
解
す
る
か
の
問
題
も
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
連
邦
証
券
取
引
所
法
一
○
条
ｈ
お
よ
び
規
則
一
○
ｈ

，
’
五
を
継
受
し
た
こ
と
を
鑑
み
る
と
き
、
同
規
定
は
民
事
責
任
規
定
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
た
だ
、
そ
の
と
き
、
種
々
な
論

議
が
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
他
の
民
事
責
任
規
定
と
の
実
効
性
あ
る
調
和
も
図
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
掴
・
こ
れ
ら
民

事
責
任
規
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
全
く
別
個
の
機
能
を
果
た
す
も
の
で
は
な
く
、
相
互
に
競
合
し
、
規
制
上
の
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
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効
果
を
果
た
し
う
る
に
多
大
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
よ
う
。
た
だ
、
証
券
取
引
法
五
八
条
規
定
に
依
拠
し
た
民
事
救
済
が
認
容
さ
れ
る
と
す
れ

ば
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
と
類
似
の
問
題
も
出
て
く
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
㈱伽

川
内
・
中
京
法
学
五
巻
四
号
一
五
頁
。

く伽
財
務
書
類
の
記
載
が
虚
偽
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
立
証
す
る
に
、
そ
の
関
係
資
料
は
す
べ
て
被
告
な
い
し
会
社
の
手
に
握
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
、
そ
の
立
証
自
体
も
困
難
で
あ
る
。

伽
谷
川
教
授
は
、
不
公
正
取
引
行
為
の
禁
止
を
民
事
責
任
に
よ
る
救
済
に
よ
っ
て
担
保
し
よ
う
と
す
る
立
法
技
術
は
わ
が
国
の
統
制

方
式
と
し
て
は
な
じ
ま
な
い
も
の
と
し
て
、
否
定
的
に
理
解
し
て
お
ら
れ
る
。
谷
川
・
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
証
券
取
引
法
、
五
八
○

(120
頁
。こ

の
問
題
は
、
単
純
に
決
し
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。
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